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令和６年度 事業報告 

 

岡山理科大学は、学生の成長に主眼をおく人材育成

拠点として、「自ら考え、行動し、失敗を恐れずに

粘り強く取り組むとともに、目的達成のために多様

な人と協調・協働できる人材」を地域社会・国際社

会に輩出します。 

 

 

 

 

 

令和６年度は、「岡山理科大学ビジョン 2026」の第Ⅱ期アクションプランの

３年目として、「選ばれる大学」という観点で、学生、地域、社会そして世界

を新たなステークホルダーに加え、グローバルなブランドイメージ戦略を展開

しました。教育体制としては、時代のニーズに応え、臨床系の資格取得を目指

す組織を統合した生命科学部医療技術学科、本学独自の分子化学的なアプロー

チを特徴とする生物地球学部恐竜学科、距離と時間の制約を受けずに学べる通

信教育部情報理工学科を設置しました。具体的には、令和６年度の重点施策を以下の通り実施しました。

(1) 学生から選ばれる大学 

学修者本位の教育を実践し、教育の質をさらに高めるために、単位修得状況や学修到達度を視覚的に可

視化できる SP レーダー（Student Progress レーダー：学修到達度評価）を本学の LMS である mylog に学

生カルテとして実装できたことで効果的な学習指導を行うことができました。CAP 制を考慮した単位制度

の実質化を反映させたカリキュラムをスタートさせました。アカデミックアドバイジングデスクと学習支

援室を統合した体制とし、学生指導を総合的な観点から行えるようにしました。 

(2) 地域から選ばれる大学 

地域課題解決および地域人材育成のために、連携協定を締結している複数の自治体と定期的な議論を重

ね、本学の教育および研究シーズを用いて、自治体の抱える課題解決に取り組みました。具体的には、設

立 60 周年を記念した地元百貨店での科学イベント、自治体との連携による科学イベント、e-スポーツイ

ベント、シンポジウムの開催、通信教育部サテライトセンター設置、市民公開講座開催などを行いました。 

(3) 社会から選ばれる大学 

SDGs やカーボンニュートラルなど社会的関心の高い課題に取り組み、高等教育機関としての社会的責

任を果たすために、鳥獣被害対策の応用としての自動車会社との共同開発による野生動物保護、獣医工連

携「いきもの QOL」プロジェクトによる具体的な商品開発、好適環境水を利用した宇宙養殖に向けた基礎

研究、本学で作出した新品種ぶどう登録などを行いました。さらに、リカレント教育および社会人教育プ

ログラムの提供もスタートさせました。学内の研究推進体制を一層強化し、研究力の指標としての科研費

配分額が４年連続で中国四国地区の私立大学でトップとなりました。 

(4) 世界から選ばれる大学 

教育格差などの世界的に関心の高い課題解決のために、通信教育部情報理工学部を設置し、本学の情報

教育を世界に向けて展開する体制を整えました。THE 世界大学ランキング 2025 へのランクインを果たし、

本学が世界基準の大学であることを示しました。 

岡山理科大学 学長 平野 博之 

岡山理科大学 
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Ⅰ 教育・学生支援の充実 

１．学士課程教育の充実に関する中期目標 

学修者本位の教育の展開を行うとともに、それを下支えするアカデミック・アドバイジング体制を強化する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

1 

 

学修者本位の教育

についての全学方

針を策定し、方針

に沿ってカリキュ

ラムを見直す。 

【1】-1 単位取得状況に応じた

ディプロマポリシー

（以下 DP）の達成状況

を可視化し、設定した

目標との比較が可能と

なる機能を mylog に実

装する。準正課教育、

正課外活動の可視化の

方策を策定する。 

単位取得状況に応じたディプロマポリシーの

達成状況を可視化するために、ディプロマサ

プリメントのレーダーチャートを mylog の学

生カルテに実装した。学生が利用できるよう

にキャリア支援センターのサーティフィケイ

トで可視化することとし、正課教育のキャリ

アデザイン系科目は単位取得状況、準正課教

育のキャリアガイダンスへの参加経歴等を評

価基準とし、基準に達した学生にキャリアデ

ザイン活動認定書を発行することを決定し

た。 

Ｂ 

【1】-2 学修者による目標設定

および学修成果を把握

しながら学修する際の

学生指導に関する方針

を策定する。 

学生自身がポートフォリオ内に学修目標設定

と振り返り及びその成果に関する活動記録を

残せるように設計を進めた。学生指導の方針

は策定中である。 

Ｂ 

【1】-3 学修者本位の教育およ

び基底学力を定め、教

育ディベロッパー研修

会を開催し、2025 年度

以降の各学科のカリキ

ュラムに反映させる。 

基底学力の見直しをテーマとして第 1 回教育

ディベロッパー研修会を 05 月 29 日に開催し

た。その結果「基底学力=入学前教育で課す

科目およびそのレベル」と定めることができ

た。 

Ａ 

2 学生が希望する基

盤教育科目を 1、2

年次のうちに履修

できるように、時

間割と開講クラス

を設定する。 

【2】-1 基盤教育全体として問

題点等を洗い出し、改

善を行う。基盤教育の

卒業要件到達状況や学

生の希望に応じた科目

の開講状況を観点に検

証する。 

基盤教育が整備された 2021 年度入学生が、

基盤教育科目の卒業要件 34 単位（2020 年度

入学生以前は教養教育科目 29 単位）をクリ

アして 2024 年度末に卒業した。このことか

ら、基盤教育の目標はほぼ達成できた。 

Ａ 

3 キャリア教育科目

（フレッシュマン

セミナー、キャリ

アデザイン 1〜4）

の授業の内容や方

法を見直し、

TCP(トータル･キ

ャリア･ポートフ

ォリオ)を活用し

た進路指導を行

う。 

【3】-1 フレッシュマンセミナ

ーのカリキュラムが、

学生自身の自己分析や

将来の目標を明確にで

きるようになっている

か、大学や学科の仕組

みを理解しているか、

そして学生の安全や健

康について十分に考慮

されているかどうかを

確認するために、

mylog のマイステップ

「フレッシュマンセミナー」のマイステップ

登録は 8 項目を用意した。合格率は 96%であ

る。マイステップの登録内容を細かくチェッ

クすることにより自己分析、自己 PR の利用

を促し、キャリアデザイン１の提出物に利用

させることができた。アンケート等で今後確

認できる機会を設け検証を継続的に行う。学

科内での学生が投稿する内容のサポートが今

後の課題である。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

登録などを利用して検

証する。 

【3】-2 キャリアデザイン１で

は自己分析を、キャリ

アデザイン２では大学

生活で重要な体験や活

動を「ガクチカ（学生

時代に力を入れたこ

と）」として mylog に

保存させている。キャ

リアデザイン３，４を

含めた提出物や就職

率、卒業時のアンケー

トの結果から、次年度

のシラバス改善に役立

てる。 

「キャリアデザイン１、２」において自己分

析とガクチカの mylog への保存を実施した。

「キャリアデザイン３」においては電子履歴

書システムを構築し学生が自己 PR サイトを

作成した。今後、スカウト型、エージェント

型の就職活動に役立てるよう利用を促す。

「キャリアデザイン 4」の履修状況及び「キ

ャリアデザイン１～３」のアンケート結果を

基に 、次年度、実施内容を検討する。 

Ｂ 

【3】-3 就職活動における自己

分析や企業研究のサポ

ートとして、キャリア

教育科目では、企業や

卒業生、先輩からのア

ドバイスを受けられる

機会を用意している。

しかし、これらの内容

が実際に学生にどれだ

け役立っているかを評

価するために、キャリ

ア支援センターを中心

に分析を行う。 

講義で学生が企業関係者、卒業生、大学院の

先輩、内定者などからアドバイスを受ける機

会を設けている。受講学生のアンケートの結

果、キャリア形成に役立ったという意見があ

った。現 4 年生のアンケートを分析し次年

度、シラバスの見直しを行う。 

Ｂ 

4 入学時に必要な基

底学力（最低限の

学力）を設定し、

入試、入学前教

育、入学後のリメ

ディアル教育を有

機的に結び付けた

ｅラーニングによ

る教育プログラム

の開発を行う。ま

た、これらを展開

するためのマネジ

メント環境（教職

員の配置、学生ス

タッフの配置、活

動拠点の設置等）

【4】-1 教育ディベロッパー研

修会等の FD を通し

て、学部・学科の基底

学力を設定し、入試、

入学前教育、入学後の

リメディアル教育を有

機的に結び付けた教育

プログラムを策定す

る。これらを展開する

ためのマネジメント環

境としての学習支援体

制を整備する。 

【1】-3 において基底学力を設定した。入試

と入学前教育については、実質的な実施やそ

の効果を検討し、年内入試受験者に入学前教

育（業者利用または学科独自）を引き続き実

施している。入学前教育と学力多様化度調査

の結果を解析・検討の結果、リメディアル教

育の実施方法（教育プログラム）は現状維持

で良いと判断した。この展開のためのマネジ

メント環境としての学習支援体制について、

アカデミックアドバイジングデスク（AAD）

と統合することを決定し、次年度以降も教育

開発センターがマネジメントを実施すること

となった。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

を整備する。【再

掲有り】 

5 アカデミックアド

バイザーと、教職

員および学生スタ

ッフとの連携を強

化する。 

【5】-1 学生対応に関するワン

ストップ体制が完成し

たため、教職員、学生

スタッフ間の連携体制

を強化し、効果的な運

営を進める。その実績

に基づいて、アカデミ

ックアドバイジングデ

スク（以下 AAD）利用

ガイドの整備を行う。 

現在、連携体制の効果的な運営について検討

を進めている段階である。AAD 利用ガイドを

2026 年度の「理大学生生活ガイドブック」

（現『キャンパスライフ』）に掲載する方針

とした。 

Ｂ 

 

２．大学院課程教育の充実に関する中期目標 

大学院改組の完成年次に向けて、大学院課程教育の内容を検証し、新たな教育手法を導入するとともに、学部学生に

対し大学院進学の動機づけを促すことで大学院進学者を増やす。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

6 ３つのポリシー

に沿って、カリ

キュラムマッ

プ、カリキュラ

ムツリー及び科

目ナンバリング

を改定する。 

【6】-1 策定したカリキュラム

マップ、カリキュラム

ツリー、科目ナンバリ

ングに沿って当該年度

の教育を実施するとと

もにこれらの活用度を

検証し顕在化した課題

を改善する。 

策定したカリキュラムマップ、カリキュラム

ツリー、科目ナンバリングに沿って当該年度

の教育を実施している。カリキュラムマップ

やカリキュラムツリーは、新入生のオリエン

テーションで利用されており、大学院生に対

するカリキュラムコンサルティングにおいて

活用を計画している。 

Ｂ 

7 専攻・コース等

横断型の授業に

おいて、チーム

ティーチングな

ど新たな授業内

容・授業手法を

導入する。 

【7】-1 チームティーチングな

ど新たな授業内容・授

業手法の導入事例を収

集し、FD で情報を全

研究科・専攻の教員と

共有し、多くの授業で

導入する。 

大学院理工学研究科のチームティーチングの

状況については、すでに教育ディベロッパー

研修会で報告しているが、具体的な事例の収

集を継続する。 現状では、コンプリヘンシブ

演習ではチームティーチングが実践され、教

育効果が認められるが多くの授業で導入する

には課題があった。 

Ｃ 

8 大学院進学者を

増やすため、学

部学生に対し

て、大学院生が

メンターとなり

大学院進学の動

機づけを行うと

ともに、課程修

【8】-1 大学院進学者を増やす

ため、アドバイザーと

して大学院生も参加し

た全学的な大学院説明

会を開催する。 

12 月 2 日に開催した大学院説明会への大学院

生アドバイザーの参加は 6 名であった。専攻

の内訳は自然科学修士課程（物質 1、生命科

学 1）、マネジメント 4 名であった。理工学研

究科博士課程（後期）では 2 名参加した。な

お、応用化学科 3 年生(参加者 31 名)対象の大

学院説明会を学科独自で 4 月 13 日に行った際

の大学院生アドバイザー数は２名であった。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

了後のキャリア

パスを明確にす

る。 

TA・SA ガイドブック

（案）に従って TA に

研修を実施し、大学院

生が学部生をサポート

する体制を整備する。

学部生の進路相談がで

きる体制として AAD に

大学院アドバイザーを

配置する。 

４月の「よろずＰＣ相談室」TA・SA 研修会に

おいては当ガイドブックを用いて研修を行っ

た。大学院生の学部生の学修サポートについ

ては、AAD（ピアサポート）に大学院アドバイ

ザーを配置し実施した。 

Ｂ 

大学院生の大学院での

修学状況や進学・就職

状況を調査し、課程修

了後のキャリアパスを

明確にする。 

理工学研究科修士課程が完成年度を迎え、２

月初旬現在、修学状況や進学・就職状況の報

告は３月の CAC にて行った。しかし、キャリ

アパスを明確にするためには、事例を集約す

る必要があり、この点において、大学院、キ

ャリア支援センターと協働して進めることが

適切であり、今後協議を重ねる予定である。 

Ｃ 

 

３．アドミッション戦略の展開に関する中期目標 

高大接続を強化し、育成的・継続的な高大連携カリキュラムの展開及び入学者選抜における分析を通して、アドミッ

ション・ポリシーに合致した意欲的な学生を確保する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

9 高校教員・生

徒・保護者に対

する双方向コミ

ュニケーション

の質と量を改善

し、生徒の興味

を見極め伸ばし

ていくマッチン

グプログラムや

継続性をもった

連携プログラム

を開発・導入す

る。 

【9】-1 高大連携について、附

属高校との連携教育を

ベースとしてマッチン

グプログラムを開発

し、試行を行う。 

関連校および係属校に関する連携教育プログ

ラム（入学前教育）を充実することで、新規

に 2025 年付属校・系属校入試を実施するこ

とができた。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

10 入試データの分

析、入学者の追

跡調査を行い、

アドミッショ

ン・ポリシーに

合致した入学者

選抜方法への改

善や理大型アサ

ーティブ入試な

どの新たな選抜

方法の開発を行

う。また、2025

年度入試からは

新指導要領に対

応した選抜方法

を導入する。 

【10】-1 2024 年度の入試デー

タの分析と 2021～

2023 年度入学生の入

学前の能力・入学前教

育と 1 年次の成績・生

活について追跡調査・

分析を行う。これらの

結果を次の入学者選抜

に活かすべく、全学

FD を行い、情報を共

有する。 

2024 年度の入試データを解析することで、

オープンキャンパス参加者と入学者の間に相

関があることが分かったため、全学 FD を６

月 11 日に行い、情報共有につとめた。 

Ｂ 

 

再
掲
４ 

入学時に必要な

基底学力（最低

限の学力）を設

定し、入試、入

学前教育、入学

後のリメディア

ル教育を有機的

に結び付けたｅ

ラーニングによ

る教育プログラ

ムの開発を行

う。また、これ

らを展開するた

めのマネジメン

ト環境（教職員

の配置、学生ス

タッフの配置、

活動拠点の設置

等）を整備する。

【再掲４】 

再掲 

【4】-1 

教育ディベロッパー研

修会等の FD を通し

て、学部・学科の基底

学力を設定し、入試、

入学前教育、入学後の

リメディアル教育を有

機的に結び付けた教育

プログラムを策定す

る。また、これらを展

開するためのマネジメ

ント環境としての学習

支援体制を整備する。 

【1】-3 において基底学力を設定した。入試

と入学前教育については、実質的な実施やそ

の効果を検討し、年内入試受験者に入学前教

育（業者利用または学科独自）を引き続き実

施している。入学前教育と学力多様化度調査

の結果を解析・検討の結果、リメディアル教

育の実施方法（教育プログラム）は現状維持

で良いと判断した。この展開のためのマネジ

メント環境としての学習支援体制について、

アカデミックアドバイジングデスク（AAD）

と統合することを決定し、次年度以降も教育

開発センターがマネジメントを実施すること

となった。 

Ａ 
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４．教育の質保証に関する中期目標 

カリキュラムアセスメントやカリキュラムコンサルティングを活用して、教育の質保証に関わる諸施策の PDCA サイク

ルを適正に機能させる。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

11 単位制度の実質

化についての大

学の方針を確立

し、キャップ制

で規定された履

修登録単位数の

上限を超える履

修状況を改善

し、学生の授業

外学修時間を確

保する。 

【11】-1 単位制度の実質化の趣

旨や履修指導に関する

FD を実施し、学生の授

業外学修時間の確保に

向けた方針を策定す

る。 

2023 年度に策定した「単位制度の実質化に関

する対応方針に基づく具体的方策」に基づい

て各学科、基盤教育、教職課程、学芸員課程

において検討を進め、2025 年度のカリキュラ

ムを最終確定した。その際、学則の変更案や

学生便覧への記載内容について詳細に検討し

た。また、単位制度の実質化の趣旨をアカデ

ミックインテグリティとしてまとめ、学生便

覧に記載した。さらに、全学 FD を２月に開

催し、各学科等の履修モデルを用いた履修指

導方針と学生の授業外学修時間の確保に向け

た方針を策定した。認証評価の指摘事項に対

する中間報告を大学基準協会へ 7 月に回答

し、改善が認められた。 

Ａ 

12 学部・学科にお

いてカリキュラ

ムアセスメント

等の検証結果を

活用してカリキ

ュラムや授業内

容・方法等の改

善に必要な PDCA

サイクルを定着

させる。新学

部・コース、新

研究科・専攻に

おいては完成年

度まで毎年カリ

キュラムアセス

メント等を実施

し検証する。 

【12】-1 学部・学科、研究科・

専攻等において、カリ

キュラム等の改善に必

要な PDCA サイクルを

回すために、カリキュ

ラムアセスメントとカ

リキュラムアセスメン

ト・チェックを実施す

る。カリキュラム等改

善の優れた事例報告会

を開催し、そのアセス

メント手法を各学科で

共有する。 

2023 年度のカリキュラムアセスメントチェッ

ク(カリキュラムアセスメント結果発表)につ

いては 07 月 31 日に開催した第 2 回教育ディ

ベロッパー研修会、09 月 25 日に開催した第

3 回教育ディベロッパー研修会で説明し、カ

リキュラムアセスメントに関して意見交換を

実施した。その結果、2024 年度よりアセスメ

ントプランを導入し、各学科の教育ディベロ

ッパーがアセスメントに必要なエビデンスを

GoogleDrive にほぼ一括管理できるようにし

た。また、カリキュラムアセスメントに関す

るスケジュールを明確にした。2024 年度のカ

リキュラムコンサルティングについて、学部

は 11-12 月、大学院理工学研究科は 2 月に、

カリキュラムアセスメント・チェックは 3 月

中旬に行った。自己評価表をすべての学科に

共有、閲覧できるようにすることで、優れた

カリキュラムアセスメント手法を共有した。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

13 基盤教育の実施

状況を毎年度検

証するととも

に、カリキュラ

ムアセスメント

の手法を開発

し、実施する。 

【13】-1 これまでの基盤教育の

カリキュラムアセスメ

ント結果を検証し、基

盤教育のカリキュラム

アセスメント手法を策

定する。2024 年度も基

盤教育のカリキュラム

アセスメントおよびカ

リキュラムアセスメン

ト・チェックを実施す

る。 

教育ディベロッパー研修会において、カリキ

ュラムアセスメント結果を検証し、新しい基

盤教育のカリキュラムアセスメントチェック

リストとカリキュラムアセスメント手法を策

定した。2024 年度は基盤教育の自然科学分野

においてカリキュラムアセスメントおよびカ

リキュラムアセスメント・チェックを 3 月に

実施した。 

Ａ 

 

５．教育体制の整備と教育手法の改善の中期目標 

学生の主体的な学びを促進するための制度・体制を整備するとともに、優れた教育資源や手法を全学で共有する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

14 学生自身の目標

達成に向けた計

画的な履修や単

位修得を促すた

めに履修指導と

支援を充実させ

る。また、進級

基準は学生の実

態に合わせたも

のに改定した上

で、厳正に運用

する。 

【14】-1 TCP 機能（単位修得・

卒業要件、DP レーダー

チャート、マイステッ

プなど）を活用した履

修指導方法を策定し、

FD を開催し全学教員へ

周知する。効果的な履

修指導を実施するため

に AAD のアドバイザー

と学科チューターとの

連携強化のための研修

会を開催する。 

キャリア教育に関する学生指導については 11

月 27 日第 4 回教育ディベロッパー研修会を

開催した。チューター説明会(3/10)におい

て、AAD のアドバイザーとチューターが連携

して学生の履修指導をサポートする体制と具

体的な事例紹介を行うとともに、連携体制と

対応のフローチャートをチューターの手引に

掲載した。 

Ｂ 

15 全学横断型のク

ロスカリキュラ

ムを採用するア

クティブラーナ

ーズコースの円

滑な教育実施の

ために全学協力

体制を確立す

る。 

【15】-1 アクティブラーナーズ

コースの学生が、専門

学科の卒業研究を希望

する場合にスムーズな

連携が図れるように運

用基準を策定し、全学

に周知する。 

アクティブラーナーズコースの学生の卒業研

究を含む各学科の専門教育科目の履修に関す

る運用基準を策定し、7 月のにアクティブラ

ーナーズコース進捗報告会で周知した。全学

連携を基本とするコースの教育に対する協力

体制の共通意識を持つこことができた。一方

で、伴走者的役割を担う教育推進機構教員の

関与意識向上に資する研修の必要性を感じ

た。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

16 オンライン教育

に関する指針を

策定し、学生主

体で受講形態が

選択可能な授

業、学外でも受

講可能なオンラ

イン授業、いつ

でも振り返り可

能な学習システ

ムを開発し、オ

ンラインの有効

性や課題を検証

する。【再掲有

り】 

【16】-1 対面とオンラインを組

み合わせた新しい教育

法を開発するために、

DX を利活用したオンラ

イン授業・学習システ

ムの事例を収集・分析

し、その情報発信を行

う。 

対面とオンラインを組み合わせた新しい教育

方法のため、VOD による研修会を企画してい

る。VOD での注意点、電子書籍の紹介、Web

学習ツールに関する活用例をテーマとする。

2024 年度末の時点では、学生による有効性お

よび課題の検証には至っていない。教員への

技術的な支援が必要である。 

Ｂ 

17 教職課程、学芸

員課程等の資格

関連教育のさら

なる改善を行

い、資格取得者

や採用試験合格

者増を目指す。 

【17】-1 教学資格課職員による

窓口業務のアドバイジ

ングのさらなる質の向

上を目指すために、教

職課程会議で学生の実

態調査を踏まえた研修

を実施するとともに、

窓口を訪れた学生によ

るアンケート「教員免

許資格支援満足度調

査」を実施し、その成

果を見える化する。 

教職課程会議で学生の実態調査を踏まえた研

修を実施できている。また、教職履修学生の

うち、資格等に関する手続きができていない

学生に対して、メールと電話で窓口に呼び出

して丁寧に指導できている。「教員免許資格

支援の満足度調査」の作成が完了しており今

後アンケートを実施した。なお、見える化に

ついては、他の窓口業務と対応を統一するこ

とから今年度は実施しないこととした。 

Ｂ 

【17】-2 文部科学省や都道府県

教育委員会等教育行政

が主催する教員研修や

事業推進のための委員

および学校等教育現場

で開催される校内研修

等に教職支援センター

専任教員を派遣し、岡

山県内外の教育機関と

教員養成、教員採用、

教員研修について連携

を一層深め、小中高等

学校等における教員の

資質・能力の向上に寄

与する。 

都道府県教育委員会等教育行政が主催する教

員研修や事業推進のための委員および学校等

教育現場で開催される校内研修等に教職支援

センター専任教員を派遣し、研修会は８名の

専任教員で 45 件、研修対象者数 425 名と社

会的貢献ができた。岡山県内外の教育機関と

教員養成、教員採用、教員研修について連携

を一層深めるために連携・協力協定の提携に

ついて、福岡市教育委員会等予定以上に伸展

することができた。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【17】-3 教職課程の講義で実施

するアクティブ・ラー

ニングを振り返って効

果検証できるように、

手軽に授業を録画・再

生できるオンライン学

習システムを導入し、

講義でのアクティブ・

ラーニングの適切化を

促進するとともに、学

生自身が模擬授業を振

り返って質的向上を図

れる機会を提供し、教

職課程の教育力向上を

支援する。 

教育実習における模擬授業を録画して学生に

提供し、授業内容の振り返りに活用し、授業

分析やシステム運用のノウハウを蓄積するこ

とに関して、システムの構築を終え、試行的

に運用している段階であり、次年度の教育実

習に向けて本格的に運用する。 

Ｂ 

【17】-4 教職支援センター相談

室に教育行政経験の実

務家専任教員を 2 名増

員し計 4 名体制とし、

全学的な教職に関する

アカデミック・アドバ

イジングと面接や模擬

授業等の教員採用 2 次

試験の指導の充実を図

り、2023 年度実績の 2

次試験合格率 66.0％

（全国平均 50％）越え

を目指す。 

教職支援センター相談室に教育行政経験の実

務家専任教員を２名増員し計４名体制は進め

ることができていないが、理科教育学の専任

教員の欠員人事に関しては令和７年度採用を

進展することができた。また、教職支援セン

ター専任教員８名による８月の夏期休暇期間

（８月９日～８月２１日）における課外活動

としての教員採用２次試験の模擬授業や面接

指導の充実を図ることができ、理学部等の教

職課程生の２次試験合格率は、R2：46.3％、

R3：60.6％、R4：70.4％、R5：62.3％と推移

し、今年度 R6：70.9％（１次合格実人数 55

名中、２次合格実人数 39 名）と過去最高の

合格率を達成することができた。 

Ｓ 

【17】-5 全学的な「単位の実質

化」への対応に伴う

2025 年度からの博物館

学芸員関連科目の新カ

リキュラムを策定す

る。 

全学的な「単位の実質化」への対応として、

新カリキュラム及び「学芸員関連科目」の履

修条件の申合せの作成過程や課題、問題意識

を本学『教育実践研究』に公表し、その成案

を「2025 年度履修の手引き」に取りまとめ周

知した。 

Ｓ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

18 基盤教育、アク

ティブラーナー

ズコース教育、

アカデミック・

アドバイジン

グ、学習支援に

ついて、教育推

進機構によるマ

ネジメント体制

を充実させる。 

【18】-1 基盤教育センターを自

然科学分野と人文社会

科学分野に再構成し、

これまで学習支援部門

が担っていた業務を各

分野へどのように振り

分けするかを検討す

る。また、2 つの分野

への分担の明確化と同

時に、機構長（副機構

長）の下に協力体制を

築いていく。 

2026 年度から基盤教育センターを 2 つのセン

ター（自然科学教育センターと人文社会科学

教育センター）に再構成することが 3 月に機

関決定された。同時に、新設のブランド系科

目の数理・データサイエンス・AI 教育プログ

ラムと DX 推進人材育成プログラム について

の責任体制を明確化した。 

Ａ 

 

６．準正課教育・正課外活動の活性化に関する中期目標 

正課教育のみならず、学生の成長に繋がる準正課教育や正課外活動を充実させるために、多様な学生のニーズに応じ

た活動の機会を提供する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

19 講演会やワークシ

ョップなど、キャ

リア教育科目を補

完し、キャリアデ

ザインの視点から

の準正課教育を充

実させる。 

【19】-1 準正課教育活動の担当

教員と参加学生へ実施

した DP との関連性に

関するアンケートを利

用して、全学 DP に照

らして有意義な人材育

成が達成されるように

計画・実施・報告・検

証・改善（PDCA）サイ

クルの定着を達成す

る。 

準正課教育活動の主幹となるボランティア

センター・科学ボランティアセンター・グ

ローバルボランティアの活動についての報

告と検証を実施する準備が完了した。キャ

リア支援センターでは、準正課教育活動と

してキャリアガイダンスを行い、全学 DP が

達成されるように PDCA サイクルを定着させ

た。 

Ｓ 

【19】-2 各キャンパスのフレッ

シュマンセミナー・キ

ャリアデザインの授業

と就活・卒業後にも活

用できる新たなポート

フォリオシステム（電

子履歴書支援システム

を含む）に、連携した

企業・就活エージェン

トも乗り入れてシステ

ム活用度を向上させ、

学生の進路選択に関す

る満足度を増進する。 

電子履歴書システムを構築し、企業の参加

は目標である 400 社に達したが、学生の登

録数とエージェントによる活用はやや少な

く、合計で 200 件程度に止まった。 

Ｂ 



岡山理科大学 - 32 -  

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【19】-3 体験的キャリア形成プ

ログラムである ①５

日間のインターンシッ

プ、②２週間のインタ

ーンシップ、③１日仕

事体験の特徴を学生に

確実に伝え、①②につ

いては、昨年度に比し

て、参加者の増加を達

成する。 

2023 年度と比較すると①（5 日間インター

ンシップ）は 108→128 名、②（2 週間イン

ターンシップ）は 6→4 名、③（1 日仕事体

験：非公式インターンシップ）は 150→180

名程度の参加で、各取組みは軌道に乗った

ものの、今後に向けてアンケートを活用し

た PDCA サイクルの定着と①②の参加者増加

に向けたアピールが課題である。 

Ｂ 

20 学友会を魅力的な

正課外活動にする

ため、あり方や指

標を定めた評価シ

ステムを新たに構

築し、支援に反映

させる。 

【20】-1 正課外活動の計画・実

施・報告・検証・改善

（PDCA）サイクルの運

用を本格化し、活動評

価を実施する。県人

会・同窓会と学友会の

親睦の場を設け、故郷

にゆかりのある教職

員・同窓生・学生の交

流を促進し、大学の魅

力を向上させる。 

高い実績をあげた正課外活動について、顧

問からの評価を受け、学生表彰規程に沿っ

て顕彰を実施するとともに、各学友会活動

の振り返りに「活動マトリクス」を利用し

た評価システムを活用した。県人会を発足

し県人会説明会を実施した。また、入会フ

ォームを作成し入会希望者を募った。11 月

23 日・24 日にホームカミングデーを実施

し、学生と卒業生の連携をはかり、地元就

職を意識した取り組みを行った。ただし、

県人会の総会や個別の集会を開催できてい

ないことが課題である。 

Ｂ 

21 準正課・正課外活

動を通じて身につ

けることができた

能力を指標化し、

TCP によって可視

化する。 

【再掲有り】 

【21】-1 準正課教育活動と正課

外活動による全学 DP

との比較による能力開

発や知識獲得について

「見える化」を図った

「活動マトリクス」の

日本語版に続き英語版

を公開するとともに、

キャリア形成との紐づ

けを促進するワークシ

ョップを実施する。 

完了 － 

22 インターンシップ

や現場実習、企業

等との PBL、地域

ボランティア、海

外研修などを充実

させ、学外学修活

動の機会を提供す

る。 

【22】-1 学外諸活動の質保証体

制を進める為に学内外

が主催する学生支援事

業を活用し、国内外で

の各種イベント・イン

ターンシップ・コーオ

プ教育等の就業体験・

PBL・地域ボランティ

ア・海外研修等に積極

的に取り組み、成果発

表も実施する。 

日本語教育実習の一環として、岡山県内の

中小企業で働く技能実習生に対する日本語

教室を実施した。理工学研究科大学院生を

対象に井原市において 1 件のコーオプ教育

を行った。海外キャリア研修については、

参加学生は１名にとどまった。学生アンケ

ートを参考に、条件の改善に取り組み、国

内外での学外活動の促進をアピールする計

画を検討する。 

Ｂ 
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７．学生支援の充実に関する中期目標 

学生が必要な情報や支援を迅速かつ容易に取得できる学生支援体制を構築し、多様な学生にとってストレスの少ない、

充実したキャンパスライフを提供する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

24 学生が必要とす

る情報を容易に

取得できるよう

に、情報共有シ

ステムを構築す

る。 

【24】-1 2024 年度 WEB ページ版

キャンパスライフにつ

いてアンケートを実施

し、2025 年度版で学生

及び保護者により分か

りやすい内容を提供す

る為の情報を収集す

る。チューター説明会

での情報交換以外に、

必要に応じて

Googleforms を活用

し、チューターとの情

報交換に努め学生支援

に活用する。 

学生アンケートを参考に Web 版キャンパスラ

イフの見直しを図り「理大学生生活ガイドブ

ック」という名称に変更した。チューター説

明会での情報交換は勿論、Google forms を

活用して事前に意見や報告を吸い上げ、PDCA

サイクルの定着に取り組んだ。 

Ａ 

25 

  

ICT を 活 用 し

て、障がい学生

や留学生がスト

レスなく授業を

受講できるイン

クルーシブ教育

の体制を構築す

る。【再掲有り】 

【25】-1 インクルーシブキャン

パスの充実を目的に講

演会と FD 研修を実施

し、「学生の性の多様性

に関するガイドライ

ン」の周知に取り組

み、多様な学生の悩み

の軽減に努める。 

インクルーシブキャンパスの充実の為、「学

生の性の多様性に関するガイドライン」の認

知を高めるため講演会と研修会を実施する計

画が達成できなかった。一方、学内の多目的

トイレの使用を障がい学生以外も利用しやす

いよう、表示の変更は一部完了した。 

Ｃ 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

23 スポーツ、文化、

社会活動などにお

ける優秀な活動を

顕彰する制度を構

築する。 

【23】-1 スポーツ・文化・社会

活動等における顕著な

業績・成績を残した学

生個人や学生団体の栄

誉を讃え、挑戦する気

持ちに報いるととも

に、学生自身と周囲の

人々を励ます事に取り

組み、従来少なかった

団体での顕彰授与件数

の増加に努める。 

顕彰を決定した学生個人や学生団体につい

て、学位記授与式・入学宣誓式のプログラ

ムに組み入れ、その栄誉を讃えた。特に従

来顕彰される機会が少なかった 3 つの準正

課教育活動の団体と 1 サークルに授与する

ことができた。 

Ｓ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【25】-2 健康管理センター等で

Google Workspace 等 

を活用し、対面での相

談が困難な教職員・学

生に対してインクルー

シブ教育コンテンツの

提供や相談の機会の提

供を行う。 

健康管理センターで対面困難者や悩みのある

初回相談学生に対して、電話、Email、オン

ライン面談を用いて躊躇なく相談できる体制

を構築し、インクルーシブ教育コンテンツの

提供や相談の機会の創出に利用した。目標は

達成されたため、この成功例を学生支援機構

で共有し、以降恒常的に実施する。 

Ｓ 

 

８．キャリア教育科目に連動した学生支援に関する中期目標 

教育推進機構と学生支援機構が連携して、入学時のスムーズなキャンパスライフがスタートできる支援体制を構築す

る。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

26 フレッシュマン

セミナーと連動

した効果的な新

入生研修を開発

する。 

【26】-1 フレッシュマンセミナ

ーと連動した効果的な

新入生研修の実施に取

り組む。キャリア関係

部門で培われた情報を

教職員に共有し、各学

科は特徴に応じた新入

生研修の開発に取り組

み、研修会を実施す

る。 

フレッシュマンセミナーと連動した効果的な

新入生研修の検討は、学生支援機構を中心に

実施した。実施後,協議会で議論となった懲

戒規定の周知について取組み、『学生生活ガ

イドブック』に掲載した。全学 FD におい

て、キャリアデザイン 1～４について発表

し、周知を図った。今後、学生アンケートで

取組みの達成度を検証する。 

Ａ 

【26】-2 キャリア支援センタ

ー・同窓会・県人会が

協力して就職関連のセ

ミナー等、卒業生との

交流の機会を増加さ

せ、特に U ターン就職

を念頭にしたキャリア

形成にも活かす仕組み

について、積極的に立

案する。 

同窓会支部会に在学生が参加する場合、同窓

会が参加費を補助する事を決定した。さら

に、在学生はキャリアセンターを通じ同窓会

支部に、就職情報等の問い合わせできること

とした。今後、学生アンケートで取組みの達

成度を検証する。 

Ａ 
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Ⅱ．研究の推進 

１．研究推進のマネジメント強化に関する中期目標 

研究推進のマネジメントを強化するために、本学に適した URA 体制のもと、競争力のある研究シーズの把握、発掘、

支援、成果発信を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

27 研究・社会連携

機構を中心とし

て、URA 業務を担

う人材の育成、

公的研究機関等

の予算配分動向

等の把握、IR を

利用した研究力

分析を行う。 

【27】-1 科研費への申請の情報

提供および支援を引き

続き行う。さらに、

URA による公的研究費

の募集情報と傾向の調

査・分析をもとに、研

究者あるいは研究者グ

ループの申請支援を行

う。 

5 月に全学的に教授会等で科研費説明会を実

施した。その際、過去 5 年間の科研費の応

募・採択状況の推移と令和 6 年度の速報情報

を伝え、令和 7 年度応募に向けての支援事業

について説明した。支援事業（応募説明会、

ウォームアップ、ブラシュアップ）を経て、

令和 7 年度（最終公募締切 9 月）の応募件数

は 159 件になった。また、次年度の競争的資

金・補助金（JST，NEDO，農水省，環境省

等）の概要ついて、岡山理科大学 URA 島田氏

による FD 講演会を 10 月に開催し、公募の前

段階から周到な準備を行って外部資金を獲得

できるように、本学の研究者への情報発信に

努めた。さらに、令和 7 年度から科研費申請

に必須となる安全保障貿易管理体制を全学的

に整備した。 

Ｓ 

28 研究をグローバ

ルに展開するた

めの基盤を整備

し、国際競争力

のある研究を推

進する。 

【28】-1 フィリピン・マプア大

学、モンゴル科学アカ

デミー、モンゴル生命

科学大学などの連携協

定を締結している大学

との交流を具体的に推

進する。互いの教員・

学生の対面での交流、

共同研究の実施、全学

的なシンポジウム、コ

ロキュウム等を開催す

る。 

フロンティア理工学研究所が JST の「さくら

サイエンスプログラム」を利用して、フィリ

ピン・マプア大学の学生および教員を招聘

し､シンポジウムを開催した。両大学の学生

の研究発表や学内施設見学が実施された。ま

た、2 月 15 日に OUS フロンティアシンポジウ

ム（国際会議）を開催した。古生物・年代学

研究センターによるモンゴル発掘調査が行わ

れ､その成果はプレス発表された。今回の調

査は、IB 教員養成課程の学生と教員も参加し

た。また、生物地球学科･恐竜古生物コース

がモンゴル科学アカデミーと交流を実施し

た。 

Ａ 

【28】-2 個々の研究者の国際共

同研究を調査し、分析

結果を公表する。その

データを活かして、国

際共同研究に対する外

部資金などの情報を発

信する。 

本学研究者による 2023 年度の海外との連携

に関する実績についての調査を実施した。回

答率は 82.3%（前年 77.3%）であった。回答

のあった研究者のうち海外との連携等を「有

り」とした研究者の割合は 40.2%（前年

38.1%）であった。詳細な調査結果を、9 月の

研究・社会連携委員会の場で公表した。前年

度と比較して，2023 年度はコロナ禍が収まっ

たことにより、海外との連携が増加傾向にあ

ることを確認した。 

Ｂ 



岡山理科大学 - 36 -  

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【28】-3 論文のオープンアクセ

ス化を促進するため、

特に若手研究者からの

質の高い論文投稿の支

援体制をつくる。 

国際競争力のある研究を推進するために、論

文投稿料の補助を行う国際ジャーナル論文投

稿支援事業を整備した。支援対象として、

（1）オープンアクセスジャーナルを対象と

し て Clarivate Analytics の Journal 

Citation Reports に収録されおり、過去２年

間のジャーナルランクが該当分野で Q2 以上

であるもの、（2）Clarivate Analytics の

Journal Citation Reports に収録されおり、

過去２年間のジャーナルランクが該当分野で

Q1 であるもの、とした。 

Ａ 

 

２．研究の重点化やブランド力の向上に関する中期目標 

 研究の重点化とブランド力向上のために、個性的で魅力ある研究を新たに発掘し、波及効果の高い研究成果の創出と

情報発信を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

29 研究シーズの融

合 を 促 し 、 学

内・学園内共同

研 究 を 活 性 化

し、新たな重点

研究組織を構築

する。 

【29】-1 ｢ワイン発酵科学｣｢恐竜

学」｢好適環境水」の研

究ブランドをさらに強

化する。また、「いきも

の QOL」を推進するた

めに、獣医学と工学、

情報工学、理学との研

究チーム結成を進め

る。また、獣害対策な

ど、新しいブランド構

築に向けて、学内の研

究チームの形成を促

す。 

｢ワイン発酵科学｣では、シラガブドウとマス

カット･オブ･アレキサンドリアの掛け合わせ

ブドウからワイン醸造に成功した。｢恐竜

学」は、モンゴル発掘調査を行い大型恐竜の

足跡発見でプレス発表した。「好適環境水」

を用いた都農町での陸上養殖の実証実験が完

了し、大型水槽の設置段階へと進んだ。ま

た、その成果はメディアで広く取り上げられ

た。上記以外の他魚種の陸上養殖研究も順調

に進んでいる。「いきもの QOL」も獣工連携

が進み、＃1～＃9 のシリーズとして大学 WEB

ページで公開している。現在、シリーズ＃9

と し て、 今治 市 と共 同開 発 した 「 pet 

towel」を紹介している。新しいブランドと

しては､音波による獣害対策のプロジェクト

が進んでおり、空港などでの設置事例が増加

している。今後、獣害対策を含め「自然との

共生」のプロジェクトを実質化していく。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【29】-2 全学的な研究支援事業

の合同研究成果報告会

を開催し、全学の研究

者に広く参加を求め

る。全学の研究者が参

加する研究交流会を開

催し、各自の研究発表

により、互いの研究を

知るための場を作る。

そのほか、学部学科の

懇話会、勉強会の設置

などを支援する。 

OUS フォーラム 2024 を実施、ポスター発表

112 件、参加者数 400 人と過去最高レベルで

あった。また、2 月末に、プロジェクト研究

推進事業報告会を実施した。今治キャンパス

の獣医学部教員を含め全学横断型で、OUS 研

究者交流会を実施した。関連校である倉敷芸

科大からも教員の参加を促し、互いの研究紹

介、研究交流の場を設けた。ポスター発表は

119 件であった。 

Ｓ 

30 大 学 が 関 わ る

（主催あるいは

共催）公開シン

ポジウムを開催

し、特徴的な研

究成果を発信す

る。 

【30】-1 学内で開催する一般に

公開できる公開講座や

シンポジウムの開催

（主催あるいは共催）

を支援し、開催の際に

は、WEB ページやチラ

シ、SNS などを利用し

て広く参加者を募り、

開催はメディアにも公

開する。 

学会やシンポジウムで開催される公開講座

や、OUS フォーラム、OUS コロキウム、OUS

フロンティアセミナー、ワイン発酵科学セン

ターシンポジウムなどの一般公開講座やシン

ポジウムを行い､WEB ページやチラシなどで

参加者を募った。 

Ａ 

 

３．研究成果の社会実装の推進に関する中期目標 

研究成果の社会実装を推進するために、研究シーズと社会ニーズのマッチングを行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

31 学外に向けて、

研究シーズをわ

かりやすく情報

発信するととも

に、社会実装で

きる研究テーマ

を発掘し、共同

研究や知財化に

つなげる。 

【31】-1 SDGs、Society5.0、カ

ーボンニュートラルに

関するイベントの開催

を支援する。その情報

は SDGsの WEB ページ

に掲載し、学内外に広

く情報発信する。SDGs

の WEB ページをさらに

わかりやすく更新し、

広く情報発信する。 

おかやま観光コンベンション協会と共催で､

SDGs ミニシンポジウムを一般公開で開催し

た。大学等コアリション・地域ゼロカーボン

WG での講演に数回にわたって参加した。又、

学内の 2 月末に行われたプロジェクト研究推

進事業で研究課題区分のひとつに設けている

「(A)社会的要請の強い研究」の中に「SDGｓ

やカーボンニュートラルに資する研究」とい

う区分を設けた。SDGｓの WEB ページを作成

した。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【31】-2 研究機関、企業、行政

機関、金融機関などで

構成される既存のネッ

トワークや新規のネッ

トワークを通して、社

会的要請の強いニーズ

の情報を集め、分析

し、ニーズに対応可能

な研究者に打診し、新

規の共同研究や受託研

究につなげる。 

おかやま信金合同ビジネス交流会、笠岡信用

金庫ビジネス交流会、岡山工業会新年互礼会

に参加、情報収集に努めた。おかやま信金

SDG アワード、エリアサポート、きらめき岡

山創成ファンドの審査を通じて、地域のニー

ズの収集をした。また、コーディネータを中

心に、岡山県「企業と大学との共同研究セン

ター」と連携し、地域貢献を図った。生物生

産教育センターが、企業や自治体と､社会実

装に向け連携を進めた。 

Ａ 

 

 

Ⅲ．国際化 

１．国際化推進体制の構築に関する中期目標 

キャンパスの国際化を推進するための拠点を形成することにより、海外からより多くの留学生を受け入れる教育体制

を整えるとともに、日本人学生の海外派遣の促進と、海外との教育・研究連携を強化する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

32 キャンパスの国

際化を一元的に

推進する拠点を

整備する。 

【32】-1 グローバルセンター・

国際化 WG を中心に大

学院の英文シラバスの

公開に取り組み、英語

での専門科目の学修に

よって修士課程を修了

できる履修モデルの案

出に取り組む。 

グローバルセンター・国際化 WG を中心に大

学院の英文シラバスを公開した。 

Ｓ 

【32】-2 グローバルセンター・

国際化 WG・教育開発セ

ンターを中心にして、

学部教育で英語での学

習プログラムの構築を

案出し、英文シラバス

策定の準備を開始す

る。 

9 月入学の実質化が学内で決定されたことを

受け、拡大国際化 WG を中心に、学部教育で

英語での学習プログラムの構築の計画を案出

し、英文シラバス策定のマニュアル準備を開

始した。 

Ｓ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

33 留学生および留

学生別科生に対

する日本語教育

や体験学習を充

実させることに

より、海外から

の留学生の受け

入れ体制を強化

する。 

【33】-1 留学生と留学生別科生

の日本語教育に対する

満足度を高めるプログ

ラムの改善に取組み、

①日本と関連したキャ

リア形成を促す説明

会、②体験的プログラ

ム、③理数系リカレン

ト授業を実施し、4 年

制大学への進学数増加

を達成する。 

①では日本での就職と 4 年制大学へ進学する

メリットと就活方法の説明会を開催した。②

では県内文教施設を活用し、学生に体験的プ

ログラムを提供した。③では IB 教員養成課

程生を含む在学生によって別科生に対する理

数系授業を実施し、在学生には教育実習機

会、別科生には数学解答力の涵養を図り、両

学生達の満足度向上を図った。別科生の 4 年

制大学進学者は 8 名、大学院進学者は 1 名と

なった。 

Ａ 

34 学生のグローバ

ル体験を充実さ

せるために、国

際共同研究への

参画を活性化さ

せるとともに、

国際会議での発

表を増やす。 

【34】-1 ①ウィズ・コロナを配

慮した海外渡航研修プ

ログラム、②国内での

手軽なグローバル体

験、③国際会議・学会

での発表の支援を立案

し、参加者増を達成す

る。 

①海外研修の参加者が、前年度 10 名から

2024 年度 16 名に増加した。②日本語教育関

連の授業で交流している海外の大学とオンラ

イン交流の実施、グローバルボランティアに

よる学内交流イベントの実施、協定校の米伯

研修団や台湾致理科技大学との交流会を実施

し、後者は 2023 年度 30 名から 2024 年度 37

名に増加した。③は実施方法を検討し、2025

年度に実施する計画とした。 

Ｂ 

 

２．学生のグローバル体験の充実に関する中期目標 

日本人学生が身近にグローバルな体験が出来る機会を充実させることで、キャンパスの国際化を推進する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

35 身近なグローバ

ルイベントやオ

ンラインによる

海外交流イベン

トなどを充実さ

せ る こ と に よ

り、日常的に学

生が国際化に慣

れ親しむ環境を

構築する。 

【35】-1 ①岡山理大グローバル

活動認定証制度、②英

語スピーチイベントに

ついて 2023 年度比で

参加者・利用者数の増

加を達成する。 

①岡山理大グローバル活動認定証のポイント

申請者の数は、2023 年度 18 名に対し 2024 年

度 30 名と増加した。さらにオープンバッジ

での発行を検討した。②英語スピーチイベン

ト参加者は、2023 年度 3 名に対し 2024 年度

６名と増加した。スピーチイベント参加者に 

アンケートを実施し、2025 年度計画では獣医

学部教員に早目に声をかけてサポートメンバ

ーを増やす等変更を検討した。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

36 ポスト・コロナ

における日本人

学生の留学支援

体 制 を 強 化 す

る。 

【36】-1 岡山理科大学グローバ

ルチャレンジを春学期

と秋学期の 2 回実施

し、留学を含む海外渡

航でのグローバル体験

と国内でのグローカル

体験を奨励し、応募数

がコロナ禍以前に並ぶ

ように積極的に学生に

働きかけをする。ま

た、留学説明会を春学

期・秋学期にそれぞれ

実施する。1 カ月未満

の短期留学サマースタ

ディ―や海外協定校の

協力を得た英会話プロ

グラムといったグロー

バル体験プログラムを

推奨してグローバル研

修単位取得人数とプロ

グラム参加者数の増加

に取り組み、目標数以

上となる数値を達成す

る。 

グローバルチャレンジを春・秋学期の 2 回実

施としたが、年度末までに実施学生の報告が

間に合わないケースが生じた為計画を変更

し、春学期 1 度の募集と春秋学期に拘らない

余裕を持ったチャレンジ実施に取り組んだ

が、応募数の増加には結びつかなかった。海

外協定校の協力を得た英会話プログラムで

は、参加者が順調に増加した。それぞれの取

組みについてポスター発表を 3 月に実施し、

その際にアンケートを実施して今後の開催方

法・内容を再検討した。 

Ｂ 

 

３．国際性を育む教育環境の整備に関する中期目標 

日本人学生および留学生にとって魅力ある国際的教育を整備する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

37 留学生にとって

魅力的な教育環

境を整備するた

め、大学院を中

心に英語でも受

講可能な講義を

充実させる。 

【37】-1 大学院での英語シラバ

スを活用し、①FD の開

催、②協定校との交流

事業件数の増加を達成

する。 

大学院への外国人留学生数は、コロナ以前の

水準にほぼ達した。大学院の留学生増加を目

指して、 ②複数の協定校から学部生を受け

入れるための協議を開始した。国際化 WG で

大学院での英語シラバスを活用し、①FD の開

催方法 を検討した。 

Ｃ 

38 世界標準の教育

法として定評の

ある IB 教育の理

念や手法を学内

に浸透させ、IB

教員養成を本学

の特色ある教育

プログラムとし

【38】-1 ①IB 化学の授業を IB

理科に発展的に変更で

きる教員の体制、②海

外を含む IB 実習体制

を構築する。 

①IB 化学→IB 理科への変更に備え、IB オム

ニバス授業を開講した。②IB教員養成課程生

と IB 教員養成課程教員によるモンゴルでの

恐竜発掘と探究授業を実施し、OUS フォーラ

ムで成果発表を行った。タイやモンゴル等で

の IB 関連の研修も行い、実習体制の拡充に

努めた。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

てブランド化す

る。 

【38】-2 国際化 WG と協力し IB

科目の授業手法等に関

する FD を開催し、①

教育アセスメントの促

進、②他の科目におけ

る導入の促進に寄与す

る。 

IB 教員養成課程の実習生の教育実践例を FD

として VOD で公開し 67 名の教職員が受講し

た。①教育アセスメントの促進 について

2025 年度の計画として実施を検討した。②他

の科目における IB 的な教育手法の導入 

は、教育開発センターによる調査で 33%に達

した。今後さらに IB 教育手法の導入を拡大

するべく計画を検討した。 

Ｂ 

 

 

Ⅳ．地域社会との連携 

１．地域産業活性化に関する中期目標 

包括連携協定を締結した自治体等との緊密な連携を推進するとともに、協働によって地域の課題解決やイノベーショ

ン創出に寄与する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

39 地域・社会連携

を担う本学の組

織体制を明確に

するとともに重

点的に連携する

地域を選定す

る。 

【39】-1 完了 完了 - 

40 自治体等との定

期的な協議を通

して、地方の活

力を生み出す産

業（新製品・新

技術、特産品、

サービス等）の

ニーズを引き出

し、これに応え

る産学官共同研

究を実施する。 

【40】-1 自治体やその地域のコ

アとなる企業情報の資

料を作成し、研究者ナ

ビゲーターとあわせて

WEB ページに掲載し、

相互に情報を参照でき

るようにする。自治体

等との共同研究を進め

るために、ニーズに合

わせた WG を形成し、

具体的な実施を開始す

る。 

学内の研究は、WEB 版の OUS 研究者ナビゲー

ターで公表した。自治体に向けて､自治体が

持つ情報を参照できるように推奨した。 

Ｃ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【40】-2 産学官共同研究に合わ

せ、教職員、学生及び

地域の人材の交流を行

う。 

研究社会連携委員会にておかやまテクノロジ

ー展(OTEX 2024)に参加を促した。岡山県自

動車関連企業ネットワーク会議への参加。第

29 回岡山リサーチパーク研究・展示発表会で

本学から 13 件の発表があった。また、倉敷

市・ふなおワイナリーと本学の教職員が定期

的な協議を行い、新商品の開発を行った。ま

た本学のワインプロジェクトの学生実習をふ

なおワイナリーで行い、交流を行った。愛媛

県保健福祉部・農林水産部と本学の教職員が

定期的な協議を行い、ペット用タオルなどの

商品の開発を行った。宮崎県都農町、NTT 東

日本・西日本・本学の連携によって定期的な

協議を行い、好適環境水を用いた陸上養殖を

行う商品開発を継続した。 

Ａ 

 

２．地域の学びの拠点形成に関する中期目標  

本学の保有する知的資源を広く開放することによって、児童・生徒、社会人、並びに一般市民のための学習機会を提

供するとともに、知的交流拠点を形成する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

41 地元の児童・生

徒のために、科

学ボランティア

活動など地域貢

献に繋がる準正

課教育を拡充さ

せ、体験イベン

ト、フィールド

ワーク、課題研

究等の教育イベ

ントを実施す

る。 

【41】-1 地域の児童・生徒や一

般市民のため、科学ボ

ランティア活動、サマ

ースタディ等の学習支

援活動や体験イベン

ト、フィールドワー

ク、課題研究等の教育

イベントを実施し、本

学学生の体験的学習を

促進し、知的交流拠点

としての本学の価値を

高める。達成状況はア

ンケートにより検証す

る。 

科学ボランティアセンター学生スタッフ延べ

451 名の協力により､「サイピア理大の日」を

はじめとする科学イベントを実施した。件数

は 73 件、参加総数は 4,997 人となった。ワ

クワクサイエンスフェスティバル（8 月 9 日

～13 日）を岡山市内百貨店の催事場で開催し

た。また図書館もサマースタディで地域児童

の学習支援を行った。その他、多数のイベン

トが開催され､学生が積極的に活動をを行っ

た。 

Ｓ 

42 社 会 人 の た め

に、公開講座・

リカレント教育

プログラムを開

発し実施する。 

【42】-1 岡山キャンパスと今治

キャンパスの市民公開

講座を定期的に継続開

催する。両キャンパス

間で情報共有・情報提

供するとともに、WEB

ページやチラシ、SNS

などを利用して、両講

座を地域住民に広く情

報発信する。 

岡山キャンパスでは 11 月末までに 7 件の市

民公開講座を実施し、年度末で年間 9 件の市

民公開講座を開催した。今治キャンパスでは

11 月末までに 2 件の市民公開講座、2 件の子

供企画を実施し、年度末までに更に 1 件の合

計５件市民公開講座を開催。これらは WEB ペ

ージや SNS で情報発信を行っている。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【42】-2 リカレント教育の WEB

ページで、教育プログ

ラムの情報を発信す

る。プログラム受講希

望者とプログラム提供

教員側ですりあわせを

行い、プログラム実施

に向けての調整を行

う。 

リカレント教育、社会人教育のプログラムを

立ち上げ、WEB ページで発信を行った。現在

は希望受講者を募集中である。また、学内

で、教育プログラムの募集を行い、新たに数

件の講座が追加された。さらに来年度に向け

て、プログラムの充実を検討する。 

Ｂ 

43 ブランド広報の

ために、本学施

設を活用するな

どした公開講座

を開発し実施す

る。 

【43】-1 体験型市民公開講座を

継続し、本学の研究

力・ブランド力を地域

に広く周知する。ま

た、学内の施設（恐

竜、ワイン、好適環境

水、サイエンスドリー

ムラボ、総合機器セン

ターなど）の見学、体

験実験、体験ワークな

どに対して、広く一般

向けに募集をかける。

これらの募集及び実施

結果をメディアに公開

するとともに、WEB ペ

ージやチラシなどで情

報の周知を徹底する。 

岡山キャンパスでは恐竜学博物館及び学内に

おいて恐竜関連の展示を行い、広く一般に公

開するとともに、各附属施設でも一般公開や

体験ワークなども開催した。また、お盆の５

日間、創立 60 周年記念イベントとして岡山

高島屋でワクワクサイエンスフェスティバル

を開催し、さまざまな体験型のステージイベ

ントやブースイベントを開催した。市民公開

講座は 12 月までに 8 件実施し、年度末 3 月

に残り 1 件の体験型市民公開講座を予定して

いる。今治キャンパスでは 11 月末までに 2

件の体験型市民公開講座、2 件の子供企画を

実施し、年度末までに 1 件の体験型市民公開

講座を予定している。これらは WEB ページや

SNS で情報発信を行なっている。 

Ｓ 

 

３．地域を支える人材の輩出に関する中期目標 

地域の課題解決に向けて考え、行動できる人材など、地域の担い手となる次世代のリーダーを輩出する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

44 学生の問題解決

能力やコミュニ

ケーション力を

養う PBL に加え

て、創造性と感

性を養うアート

思考を取り入れ

るなどした実践

的な教育を展開

し、地域を担う

リーダーを養

成・輩出する。 

【44】-1 自治体や地元企業が抱

える具体的な相談事や

課題を収集し、その課

題にあたる学内研究者

とのマッチングを行

う。問題解決へ積極的

に関わる学生を募り、

コーオプ教育を検討す

る。 

「岡山県 企業と大学との共同研究センタ

ー」の学生派遣事業により、4 企業へ計 9 名

の学生を派遣した。井原市商工会議所におい

てキャリア形成の取組を説明した。学生のイ

ンターンシップやコーオプ教育を希望する企

業 4 社に学生を紹介し､9 名の学生が企業に出

向き、インターンシップを実施した。 

Ｂ 
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Ⅴ．大学運営と内部質保証 

１．内部質保証システムの推進に関する中期目標 

的確な現状分析と指標の効果的な活用により、内部質保証システムを充実させる。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

45 DX を活用して本

学の現状の分析

の精度を高め、

多面的に評価す

るための指標を

設定し、運用す

る。 

【45】-1 学部学科で代表的な科

目をいくつか取り上

げ、これら受講者と学

生の能力を客観的に測

定する客観テスト

(NOCC テスト及び PROG

テスト）と退学・休学

の相関関係を検証する

ことで本学の現状分析

を行う。 

受講者と学生の能力を測定する客観テスト

（ＰＲＯＧテスト）と退学・休学の相関関係

の分析を行い、本学の現状分析を行ったが結

果が導けていない。 

Ｂ 

【45】-2 大学評価委員会外部委

員との意見交換の機会

を設けることによっ

て、本学の内部質保証

システム及びこれに基

づく各施策の有効性を

検証するとともに、全

学レベル、学部･研究

科における課題に対す

る具体的な意見、助言

を聴取する。 

大学評価委員会外部委員との意見交換の場か

ら、本学の内部質保証システムの現施策にお

ける課題や問題点があげられた。中でも、内

部質保証の学生参画は、学修者本位の教育を

実現させるための教学マネジメントに必要不

可欠な手段であるが実現には、時間やコスト

がかかることも事実であり、危惧する要因で

もある。しかしこれらの改善課題の提言を受

け、【48-1】のように、内部質保証システム

が有効となるよう再構築し、教育の改善活動

に取り組んだ。 

Ｃ 

 

 

 

２．教職員の能力開発と教職協働の推進に関する中期目標 

教職員の自己点検評価の実質化により各々の自律的な成長を促すとともに、教職協働活動を取り入れた FD/SD 活動の

導入によって大学運営の機能強化を目指す。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

46 教員の教育実績

を適正に評価す

るため、ティー

チング・ポート

フォリオを普及

させる。 

【46】-1 全学 FD 等でティーチン

グ・ポートフォリオ

（TP）に関する他大学活

用事例、及びその有効性

について説明、議論する

機会を設け、教員の TP

を作成する。 

簡易版ティーチング・ポートフォリオ

（TP）の全教員作成、本学 HP への掲載の実

施を年 2 回の計 2 年間に亘って計画、実施

している。2024 年度は、准教授・講師・助

教を対象に 8 月、9 月、２月、３月に実施

し、約 200 名の教員が簡易版 PT の研修、作

成を行った。 

◆2025 年度（８・９月と２・３月）が教授

対象 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

47 教職員一人ひと

りの目標達成に

向けた PDCA サイ

クルを機能させ

るために、教員

の教員個人評

価、職員の自己

点検・勤務考課

における面談を

充実させ、年度

当初の目標確認

と評価結果のフ

ィードバックを

確実に行う。 

【47】-1 教員個人評価について

は、新しい評価方法及び

面談方法について学部

長・機構長等で意見交換

を実施する。また、職員

の自己点検・勤務考課に

ついて、スタッフ・ポー

トフォリオの活用ができ

る仕組みを構築する。こ

れらを活用することで面

談方法と結果の活用につ

いて改善に取り組む。 

2024 年度末時点で、未着手である。 Ｄ 

48 教員と職員が協

働して実際の問

題解決にあたる

プロジェクト型

の FD/SD を企画

し実施する。 

【48】-1 学長が掲げる「3 つの選

ばれる大学」を目指すた

めの協働プロジェクトを

企画し、FD・SD の一環

として教・職・学で全学

的に取り組む。 

3 月から 5 月に掛けて実施する予定で、計画

どおり進捗している。具体的には、教員 25

名、職員 25 名、学生 25 名の計 75 名で 5 チ

ームのプロジェクトチームを作成し、学生

を中心においた教育学習活動がより重要視

されている現状からも、質保証における学

生参画を試みる。そこでは、プロジェクト

から上がってきた改善策の提案、実施まで

含んでいる。 

Ｂ 

 

 

Ⅵ．教育研究環境 

１．教育研究環境整備に関する中期目標 

教育研究環境の整備に関する方針に基づき、より充実した教育研究の場を提供するための整備を計画的に行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

49 耐震診断実施後、

施設マネジメント

委員会で策定した

工事計画の優先順

位に従って工事を

実施する。 

【49】-1 令和 4 年度から 10 年

計画で耐震化率を

100％にするという目

標に向け、令和 6～7

年度は地質調査、設

計図、建築確認申請

等の準備を逐次進め

ていく。 

当初計画では令和６年度から令和７年度にか

けて地質調査を開始する予定としていたが、

近年入学者が減少したことにより令和６年度

は開始を見合わせた。令和７年度には地質調

査を開始する予定である。 

Ｃ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

50 建物の老朽化に伴

う空調設備を含む

付帯設備の機能を

改善し教育環境に

おける質的向上を

図る。また建物の

利用状況（用

途）、設備の整備

状況等を把握し、

施設の有効活用を

図り、安全かつ環

境に配慮したキャ

ンパス整備に重点

的に取り組む。 

【50】-1 複数年計画で進めて

きた A3 号館、C2 号館

の空調改修工事につ

いては、年次進行で

行っていたが、ここ

数年未実施であった

ため実施し、2024 年

度に完了する計画で

進めている。その他

の施設設備の修繕・

改修については、利

用状況等を勘案し緊

急度の高いものから

順次進めることと

し、学内の安全と教

育環境の保持・整備

に努める。 

A3 号館の空調改修工事は完了した。C2 号館

の空調改修工事・C3 号館昇降機の修繕につ

いては、後半の工事を終え完了した。その

他、B2 号館北の法面修繕工事、C1 号館理大

ホールの AＶ機器一部更新、蒜山学舎のボイ

ラー更新をはじめ年度当初に計画した建物あ

るいは設備等の修繕・改修工事は完了した。 

Ａ 

51 グラウンド、体育

館等、屋内外のス

ポーツ施設の改

修・整備計画を策

定し、正課活動・

正課外活動の場の

充実を図る。 

【51】-1 笹ヶ瀬グラウンドの

サッカー場人工芝貼

り工事については、

５月に完成予定。継

続事業として野球場

の整備をする。 

体育館及びその他の

スポーツ施設の改

修・整備について

は、学生、スポーツ

関係教員等の意見を

聞きながら順次検討

を進める。 

笹ヶ瀬グランドのサッカー場人工芝貼り工事

については、５月に完成し 6 月 2 日に完成記

念式典を行った。野球場については、バック

ネットの改修工事までが完了した。引き続き

ベンチの改修も予定している。体育館や他の

スポーツ施設の整備については、弓道場の設

備の改修を行った。体育施設運営委員会にお

いて提案のあったバスケットボールのゴール

の保守点検については、令和７年から進める

計画である。 

Ａ 
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２．安全衛生管理の促進に関する中期目標 

 労働安全衛生法に則った安全衛生教育を実施し、安全衛生管理体制を構築する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

52 職場巡視によ

り、構内の安全

確保のため、危

険箇所の早期発

見、事故防止、

災害の未然防止

の措置を講じる

など、安全衛生

及び環境整備の

充実に取り組

む。 

【52】-1 完了 

 

完了 

 

- 

 

 

Ⅶ．安定的な運営基盤の確立 

１．財務基盤の安定化に関する中期目標 

収支状況のモニタリングに基づく財政計画や、学納金収入のみに依存しない積極的な収入増加策を的確に講じること

により、安定的な財務基盤を確立する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

53 各年度決算の帰

属収入及び人件

費比率の指標を

比較分析し、収

支に基づいた予

算を作成する。 

【53】-1 学納金収入の状況を把

握し、優先順位を付け

て年次計画で大規模事

業を実施する。人件費

比率を勘案しながら、

教員定数の見直し及び

非常勤等の兼務教員人

件費について検討す

る。収入に応じた研究

費の配分予算を検討す

る。 

全学共通予算について順位付けを行い、学納

金収入の状況に応じて大規模事業を実施し

た。人件費比率を勘案し、昨年度決定した教

員の定数の見直し方針を継続し、非常勤講師

等についても検討をおこない削減をした。学

納金収入の状況に応じて、学部配分予算の配

分率を 23.21%から 16.75%に変更し、約 2 億

円の削減を行った。機構配分予算について

も、学部配分率をもとに削減を行った。 

Ａ 

54 寄付金収入及び

付随事業収入の

増大を図る。 

【54】-1 同窓会からの寄付金額

及び目的等について、

同窓会と協議し寄付金

額の増額を図る。フラ

イワイヤー（海外送金

代行システム）を利用

した海外からの寄付金

を検討する。 

同窓会と協議を行い、寄付金の具体的な活用

目的として「バス購入費用」とすることで合

意し、昨年度の 6 倍にあたる寄付金を受け入

れた。また、一定額以上の取引金額のある業

者に対して個別に寄付金の依頼をし、寄付金

収入の増加（昨年度比 約 1.3％増）を図っ

た。一方、フライワイヤーを利用した海外か

らの寄付金受け入れについては進捗がなく、

引き続き今後の検討課題とする。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

55 ビジョンに基づ

く中長期計画に

対応したメリハ

リのある財政計

画を策定する。 

【55】-1 キャンパスごとのネッ

トワーク更新計画や大

規模事業については、

収入状況に応じて年次

計画で実施する。年々

先送りになっていた事

業について、優先順位

を付けて実施する。 

ネットワーク更新計画については、情報基盤

センター及び今治キャンパスの更新計画を参

考に、年次計画を策定した。昨年度未実施の

事業について、優先的に全学共通予算で実施

した。 

Ｓ 

 

２．戦略的な募集広報の展開に関する中期目標 

デジタルメディアの比重を高めつつ、対面や従来のアナログ媒体と有機的に融合させた広報戦略を展開し、数値目標

の達成をめざす。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

56 受験生の進路決

定プロセスに応

じて、インター

ネット（双方向

も重視）による

理大の魅力発

信、理大を体感

することを促す

対面の広報活動

をメディアミッ

クスの手法を積

極的に取り入

れ、展開する。 

【56】-1 受験生の進路決定で受

験対象となる学部・学

科の教育・研究内容に

興味･関心を示しても

らうべく、学部・学科

別に魅力のある広報施

策（リーフレット等の

媒体作成、独自の HP

開設）の充実を図る。

さらに、校内ガイダン

ス等で実施する体験講

義において情報発信を

行い、周知していく。

高校訪問等の募集広報

活動においては、地

域、時期、持参資料等

を精査し、年間の高校

訪問計画を作成し、強

化を図る。 

学部学科別に魅力ある広報施策として、受験

生・高校生のデータを多く保有する会社へ委

託し、ダイレクトメールを送付。2024 年度は

理系対象 DM（理学部・工学部・生命科学部・

情報理工学部）、文系対象 DM（教育学部）を

実施した。経営学部においては地元新聞を活

用した広告を展開。生物地球学部は恐竜学科

の新設告知 DM にて露出を高めた。獣医学部

単独の告知が実施できなかった。高校内ガイ

ダンスについては、昨年度最終 105 件に対

し、11 月末現在で 169 件と昨年比 187％とな

り、より多くの高校教員・高校生に周知でき

た。高校訪問実績についても出張起案書件数

約 170 となっており昨年(最終約 140 件)に比

べ増加した。また時期についても春（5 月～6

月）・秋（9 月～11 月）の 2 回をメイン訪問

期間とし、近畿・中国・四国・九州・沖縄を

訪問。これに加え、オープンキャンパス利用

方式（新規導入）の告知・医療技術学科新設

告知の時期にはセンター員・課員および学科

教員らによる岡山県内一斉高校訪問を実施す

るなど、地域・時期・持参資料についても計

画通り実施できた。 

Ａ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

【56】-2 高校単位の学内見学を

積極的に受け入れ、受

験生確保に繋がる内容

となるよう各学部・学

科の体験プログラムを

充実させる。また高校

の専門部会の教員と意

見交換会や施設見学会

の開催を計画し、本学

の教育・研究内容を周

知してもらう。オープ

ンキャンパスにおいて

は、従来のプログラム

に加え、参加者の女子

生徒を対象とした在籍

女子学生との懇談会等

のプログラムを実施

し、理系の女子学生の

確保を図る。 

学内見学においては、26 件と昨年度同様の受

入数であった。各高校別のプログラムについ

ても生徒の見学希望分野を必ず調査し、受験

者確保につながるよう、満足値の高いプログ

ラムを常に提案できた。岡山県内高等学校進

路担当教諭対象の大学・入試説明会、岡山県

高等学校工業教育協会所属教諭対象の大学説

明会を実施し、大学概要はじめ入試情報・各

研究内容など最新情報を発信した。オープン

キャンパスでは、高校 2 年生の参加をメイン

とする 3 月実施を除き、昨年比 104％（2024

年度延べ 3,529 名）と参加者数増加となっ

た。しかしながら、事業計画にあった理系女

子学生に対する取り組みについては、特別な

プログラムを十分に提供することができなか

った。 

Ａ 

【56】-3 年内入試での入学者を

確保するために、推薦

入試における入試特待

生制度を新たに計画す

る。また全ての入試の

入学者選抜内容を見直

し、受験生ならびに保

護者や高校教員及び予

備校関係者に理解しや

すい出願方法、選考方

法となるように改善す

る。 

推薦入試ではないが、総合型選抜において新

たにオープンキャンパス利用方式という入試

制度を導入した。この入試での合格者に関し

ては全員１０万円減免制度を導入した。その

結果２８０名の志願者を確保することができ

た。また、関連校からの入学をよりスムーズ

に行うための入試制度（特別推薦入試【附属

校・系属校選抜】）も新たに導入し、専願制

希望者には初年度授業料２割減免制度を取り

入れた結果、関連校からの志願者は従来の３

倍近くの志願者を確保している。本学の公募

制推薦入試に関しては指定科目重視型を高得

点科目重視型に変更し、昨年度よりわかりや

すい入試にした結果、昨年度の指定科目重視

型に比べ志願者増にはつながっている。しか

しながらまだまだより分かりやすい入試制度

にする必要があると思われ、次年度以降の課

題である。 

Ａ 
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Ⅷ．組織改変と新たな事業展開 

１．設置校間の連携の推進に関する中期目標 

学園内の設置校と教育資源、人的資源を共有することにより、教育・研究の活性化を図るとともに、経営の効率を上

げる。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

57 学園内設置校

（倉敷芸科大、

千葉科学大、理

大附属高など）

との連携協議を

進め、相乗効果

が見込まれるプ

ロジェクトを企

画し推進する。 

【57】-1 設置校間で定期的な協

議を行い人的資源、物

的資源の共有化による

効果的な連携について

具体化する。 

倉敷芸術科学大学との合同会議において両大

学の留学生別科やグローバルセンター、学園

の総長直轄組織である日本語教育センター等

の機能を集約し、既存の組織を改組・改編す

るために認定日本語教育機関設置準備ワーキ

ンググループを設置して詳細について検討し

た。岡山理科大学附属のグローバルサイエン

スコースとの高大連携を進めている。サイエ

ンスワーク 1〜3 として、大学教員による講

義、進路選択に向けた懇談会、課題の取組と

発表、研究室見学、研究室体験などを行っ

た。 

Ｂ 

 

２．教育組織の改編に関する中期目標 

学問分野の動向、社会的要請をふまえ、特色ある学部学科、大学院研究科の構成に再編する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

58 理工学研究科（修

士課程、博士課

程）、獣医学研究

科（博士課程）を

設置し、充実・発

展させる。 

【58】-1 完了 

 

完了 - 

59 2022 年度に開設

した情報理工学

部、生命科学部、

及びアクティブラ

ーナーズコースの

運営を軌道に乗

せ、8 学部 1 コー

スによる教育研究

を充実、発展させ

る。 

【59】-1 完了 完了 - 
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３．新たな教育研究組織の立ち上げと展開に関する中期目標 

教育研究組織の点検・評価を行うことにより、既存の資源を活かした柔軟かつ機動的な組織の設置、改変を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

60 教育学部の現行

の 2 学科体制か

ら１学科体制へ

の改組と、教育

学分野に関する

大学院の設置に

向けての議論を

行い、中期計画

中に改組と開設

を目指す。 

【60】-1 初等、中等教育の教員

需要及び高校生のニー

ズ調査結果などのエビ

デンスをもとに、魅力

ある学科とするための

継続的な検討を行い、

学科の将来計画を立案

する。 

教育学部の教員需要については、初等教育

学科については需要が高いが、中等教育学

科については教員以外の選択肢を有してい

る学生は少なくない。また、学部改組につ

いては、高校性のニーズ調査で満足できる

結果を獲得できるよう、1 学科制及び複数教

員免許取得可能を視野に入れるとともに、

AL コースとのタイアップを含めた新たなカ

リキュラムの見直しの検討を行っている。 

Ｃ 

60’ 本学の特色を生

かし、受験生に

分かりやすくア

ピールできる学

部・学科に改組

するとともに、

成長分野につい

て多様な学び方

を提供できる組

織を新設する。 

【60】‘-1 令和 7 年度に向けて通

信教育部情報理工学部

情報科学科、生命科学

部医療技術学科、生物

地球学部恐竜学科の設

置計画に基づき、開設

準備を進める。 

３月に文部科学省へ開設認可申請した通信

教育部情報理工学部情報理工学科が８月末

に認可された。設置計画に基づき、開設準

備を進めた。 

３月に文部科学省へ設置認可申請した生命

科学部医療技術学科が 10 月末に認可され

た。設置計画に基づき、開設準備を進め

た。 

生物地球学部恐竜学科を４月に文部科学省

へ設置届出を行った。設置計画に基づき、

開設準備を進めた。 

Ａ 

【60】‘-2 既設の学部・学科の定

員充足状況をもとに、

本学の特色を明確に打

ち出した改組について

検討する。 

令和 9 年度改組に向け、本学の特徴を明確

に打ち出した方向性で大幅改組に向け、検

討を開始した。 

Ｂ 
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Ⅸ.ブランド形成 

１．ブランド形成のための体制構築と展開に関する中期目標 

ブランド形成及び大学広報のために、担当部署や学生組織を整備し、全学のブランディングを推進する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

61 募集広報と大学

広報を明確に分

け、大学ブラン

ドの形成及び大

学広報を推進す

る部署を全学組

織として設置

し、全学的にブ

ランディングを

推進する。 

【61】-1 2023 年度に企画広報課が

発足し、体制が整備され

たことから、本中期計画

の前半は完了。後半のブ

ランディング戦略は、本

学からの明確なメッセー

ジとして、学生の成果や

成長を伝えることをコア

とし、具体的事例を学

科・コースから集め、各

種広報に利用する。 

今年度は学生の成果や成長を伝えること

を広報戦略のコアとすることを広報委員

会や学部長情報交換会議（つなぐ会）で

周知するとともに、オープンキャンパス

でも「成長」を意識してイベント等に取

り組んだ。また、成長が見える卒業生や

在校生の事例を各学科・コースから集め

（年度末で 79 名から投稿）、 「私の成長

ストーリー－ワクワクの実現－」と題し

て８月末から Web 及び SNS で紹介、かつ

冊子にして、高校や高校生・保護者へ配

布できるようにした（2 月には合格者にも

配布）。この成長ストーリーで集まった情

報は、学科の良い点や本学での成長の様

子をあらためて知ることになり、今後に

いかせる企画であり、次年度も継続して

いくこととなった。 

Ａ 

【61】-2 日経 BP「大学ブランド・

イメージ調査」やマイナ

ビ「大学認知度・イメー

ジ調査」などの外部の調

査・評価から本学の強

み、弱みを分析し、その

結果を基にしたイメージ

形成の広報戦略を策定・

展開する（THE 大学世界ラ

ンキングの結果も活用）。 

11 月末までに、日経やマイナビの分析を

基に、学内の意識と学外の認識でギャッ

プがある「就職」と「教育・サポート」

について対策を講じた。前者では、キャ

リアセンターが導入した電子履歴書シス

テムにより就職支援に力を入れているこ

とを示し、後者については、【61】-1 の施

策として集めた学生の成長ストーリーに

おいて、本学の教育とサポートにより成

長したことを広く知らしめることとし

た。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

62 学生広報チーム

を立ち上げ、学

生目線での大学

の特色の抽出、

広報企画の実

施、ネットメデ

ィアでの情報発

信など、学生主

体の大学広報活

動を展開する。 

【62】-1 「Re:Daisuki」などの学

生広報誌や学生広報スタ

ッフが運営する SNS など

のオンライン情報、学内

各部署の広報媒体やイベ

ントに学生目線の情報を

取り入れ、新たな企画の

実施を支援する。これら

には数値目標を設定し、

効果測定の結果を反映さ

せる（【65】-1 と関連）。 

学生広報スタッフの「 Re:Daisuki」は

2024 夏号を 6 月に発行、冬号も 1 月に発

行し、計画通りに進んでいる。昨年度末

に始めた学生広報スタッフの TikTok は

Instagram「 ridai_gakuseisaff」との連

携もあり、直近のインプレッション数

（表示回数）は 2 万回を超えている。こ

の「ridai_gakuseisaff」もフォロワー数

が年度末で 696 人あり、目標値の 800 人

には届かなったが、その目標値を目指し

た積極的な出稿が行えた。こういった活

動をするにつれ、入試広報部と連携して

オープンキャンパスや合格者見学会に参

画したり、学生広報スタッフから新たな

企画の提案が出てくるなど、学生目線で

の活動が広がってきている。 

Ａ 

 

２．ブランディング戦略と大学広報の強化に関する中期目標 

本学における特色ある取り組みを収集・整理し、本学の魅力や価値を顕在化するブランドとして定着させ、その浸透

を図る。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

63 教育、研究にお

いて重点化され

る事業、学生の

顕著な活動、そ

の他特色ある取

り組みなどを一

元的に集約・整

理し、即時の大

学 WEB 掲載とプ

レスリリースを

行う仕組みを作

る。 

【63】-1 完了 完了 - 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

64 教職員、学生、

保護者、同窓生

へのインナーブ

ランディングを

強化し、彼ら一

人ひとりがブラ

ンディングや広

報の担い手とな

り、魅力を発信

し、学外（高

校、市民、企業

等）へとブラン

ド認知を図って

いくアンバサダ

ーマーケティン

グの方策を展開

する。 

【64】-1 【61】-1 のブランディン

グ戦略を広報委員会や

FD・SD 研修で周知する。

在学生へは学生広報スタ

ッフの活動を通じて訴求

する。特に、【61】-1 で収

集する「学生の成果・成

長」を WEB ページ、「理大

通信」、「Re:Daisuki」、学

内掲示、同窓会誌などに

掲載していく。 

ブランディング施策の実施状況は、毎回の

広報委員会と学部長情報交換会議（つなぐ

会）で報告し、学内に周知した。また、キ

ャンパス内への広報手段として、理大通信

や「Re:Daisuki」などの冊子体に加え、学

内の大型モニターで、オリジナルストーリ

ー、研究力の動画、学生広報スタッフの

TikTok を流し、卒業生の活躍や THE 世界

大学ランキングのランクインなどをポスタ

ー形式で各所に掲示するなど、学生の活躍

や成長を中心にしたインナーブランディン

グが計画通りに実施できた。 

Ｂ 

65 大学 Web や学生

企画 Web 等のオ

ウンドメディア

による大学のブ

ランドの発信

や、SNS 等のシ

ェアードメディ

アによる情報拡

散を計画的に展

開するととも

に、一方向の提

供型情報発信だ

けでなく、双方

向型のネット活

用を積極的に取

り入れた広報を

展開する。 

【65】-1 情報発信回数と視聴数が

大幅に増えた Instagram、

TikTok、Line、YouTube の

視聴実体を分析し、効果

がアップする活用策を決

め、情報発信を行うとと

もに、X、Facebook やオン

ライン広告も新たに展開

していく。また、双方向

型の具体案を策定し、実

行に移す。 

【62】-1 に記載した通り、Instagram と

TikTok の連携や、Instagram については、

大学公式の「enjoy_science_ous」と学生

広報スタッフの「ridai_gakuseisaff」の

連携によって視聴数を増やすことができて

いる。また、オリジナルストーリーのイン

ストリーム広告からわかった効果のある年

齢層や地域を 12 月や 2 月に展開する広告

などへ反映させた。LINE については、入

試広報部が配信する入試関連情報の合間に

受験生に関心がありそうな大学の話題を配

信するなどの工夫を行っている。 

Ｂ 

【65】-2 世界から選ばれる大学を

目指し、大学 WEB の英語

版の改修、海外向け SNS

サイトへの登録・運用、

THE（Times Higher 

Education）世界大学ラン

キングへの参加を主と

し、海外への情報発信を

強化するとともに、国際

的なブランド形成につい

ての方針を策定する。 

THE 世界大学ランキングへの参加を決めた

昨年度末から、現在の英語ページの研究情

報と留学生向け情報を中心に改訂を行っ

た。THE でランクインしたことから、本学

Web へのアクセス増加が予想されるため、

英語ページを全面改訂する準備をした。 

Ｂ 

 

 

 

 

 



 - 55 - 岡山理科大学 

 

３．同窓生ネットワークの強化と帰属意識の醸成に関する中期目標 

同窓生の帰属意識を高めるとともに、同窓生の強力なサポートが本学の魅力となるように、同窓会との積極的な協働

を進める。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

66 同窓生と在学生

が触れ合う機会

を増やしていく

ことを目的に、

同窓会と定期的

な情報交換を行

い、同窓生が在

学生に貢献でき

ること、母校が

同窓生に提供で

きることを幅広

く抽出・整理

し、具体的な協

働施策を選定

し、実施する。 

【66】-1 定期ミーティングにおい

て次の中期計画を策定す

る。また、本年度より本

格化する岡山理科大学県

人会との橋渡し、DX 推進

と SDGs の同窓会寄付講

座の実施と評価、同窓会

からの在学生への連絡な

どへ大学として支援す

る。 

中期計画については、具体案は策定できて

いないが、寄付講座、県人会、在学生メー

ルアドレスの使用、入学前からの支援、同

窓生子女制度の拡大、電子履歴書の活用、

学位記授与式での同窓会の宣伝、リカレン

ト教育の活用など、個別の取り組みは進ん

でいる。同窓会本体とのすり合わせが十分

に行えるように、定期ミーティングで調整

を図っていく。 

Ｂ 

67 同窓生と大学

（教員、学生）

の結びつきを強

めるため、ホー

ムカミングデ

ー、新卒生歓迎

会、「卒業生レク

チャー」など、

年間を通して複

数のイベントを

開催する。特

に、ホームカミ

ングデーを在学

生と同窓生がお

互いをよく知

り、母校支援を

推進する最も重

要な機会と位置

づけ、本学のよ

さを前面に出

し、地域や社会

への貢献も取り

込んだ新しい形

のイベントとし

て実施する。 

【67】-1 2 年目のホームカミング

デーを創立 60 周年記念

の行事として実施し、卒

業生と在校生及び教職員

との交流企画の計画・実

施に協力していく。ま

た、新卒生歓迎会の実施

にも協力する。大学の動

きを広く知らせるため

に、学友会 WEB と同窓会

WEB とのリンクを構築す

る。 

11 月 23 日に、県人会と同窓会が共催し、

第 2 回ホームカミングデーを実施した。卒

業生、在学生、県人会担当教職員がのべ

100 人参加し、交流を深めた。また、学位

記授与式で時間をとって、【66】-1 の各施

策も含めてしっかり周知できるよう協力し

た。完成した学友会 Web と同窓会 Web との

リンクを構築した。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

68 卒業後の TCP 利

用を促すととも

に、同窓会活動

でネットツール

を利用するな

ど、大学と同窓

生を結ぶネット

ワークを形成す

る。 

【68】-1 同窓会向けの Google 

Workspace を用いたネッ

トワークを活用するとと

もに、各支部総会のオン

ライン化をサポートす

る。これらのネットワー

クを使って、【67】-1 と

関連して、各支部へのニ

ュース配信や大学情報の

発信数を 2023 年度より

増やす。 

Google Workspace を用いたネットワークの

活用についてマニュアルを作成し、支部長

に説明を行い、支部レベルでの運用を始め

た。オンライン会議（Meet）も可能とな

り、昨年度より情報発信が増えることにな

るが、十分に活用できているとはいえな

い。Gmail で運用されている卒業および在

学生のメールの利用、また、メールアドレ

スをもっていない卒業生に Gmail アドレス

を付与しより広く、早く、大学情報や同窓

会情報を届けられるよう、検討する。 

Ｃ 

 

 

Ⅹ．ＤＸの推進 

１．ＤＸ推進体制の構築と情報セキュリティ対策強化に関する中期目標 

全学的な DX 推進体制を整備するとともに情報セキュリティ対策強化に向けた取り組みも並行に推し進めることで、安

全・安心な情報環境を有したキャンパスを目指す。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

69 全学的な DX 推進

を実現するため

の体制を構築す

るとともに、そ

のために必要な

情報環境を整備

する。 

【69】-1 DX 推進・調整委員会に

よる横断的、俯瞰的な

検討・調整を通じて、

典型的なクラウド活用

事例を集め、全職員が

利用できる事例集を作

成する。 

DX 推進・調整委員会にて各部署のクラウド

活用や DX 推進事例を継続的に共有してき

た。キャリア支援部が行っている共有ドライ

ブの権限設定を効果的に使った就職支援の取

り組みなど、Google Workspace 関連ツール

の活用が一般的なスキルとして定着しつつあ

る。今年度最終の委員会では、各部署の課

題、具体的なクラウド活用事例、改善状況を

報告し、成功事例集の準備をした。 

Ｂ 

70 強固な情報セキ

ュリティを実現

するための体制

を構築し、ガイ

ドライン等を整

備する。 

【70】-1 2024 年度の情報セキュ

リティ対策の自己点検

手続きを策定する。特

に、部局ごとの情報セ

キュリティ委員会の組

織と開催、情報セキュ

リティ対策マニュアル

に基づく行動、必要に

応じての情報セキュリ

ティ対策マニュアルの

見直しと改正を支援す

る。 

計画に基づき、全教職員対象に実施した情報

セキュリティ基礎研修にて、部局ごとに組織

的な情報セキュリティ対策を推進するよう要

請した。対策の内容や状況は、部局ごとに情

報セキュリティ委員会またはそれに相当する

会議を開催し、研修会にて共有する。情報セ

キュリティ対策マニュアルに基づく行動は、

【71】-1 の情報セキュリティ教育の一環で

行っている FD・SD 研修で、毎回見直しと改

正を促すとともに、複数部署の改正手続きを

支援した。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

71 DX 推進のための

情報教育とガイ

ドライン等に基

づいた情報セキ

ュリティ教育を

実施する。 

【71】-1 情報セキュリティ対策

の 2024 年度年次計画を

策定し、これに基づき

教職員及び学生の情報

セキュリティ教育を実

施する。特に、学生向

けセキュリティ教育に

ついて、評価を行い、

実施に対する改善を行

う。 

教職員及び学生に対して、年次計画通りに情

報セキュリティ教育を実施した。学生向けの

情報セキュリティ教育については、１年次の

１コマのみであるため、国立情報学研究所提

供の学生向け情報セキュリティ講座の利用申

請を行い、全学生が随時オンライン受講でき

るようにした。 

Ｂ 

72 書類のデジタル

化を推進し、事

務作業の効率化

を実現するとと

もに、情報セキ

ュリティの安全

性を向上させ

る。 

【72】-1 【69】-1 と連携し、デ

ジタル化が進んでいな

い部局を支援する。ま

た、学外から学内へ安

全にリモートアクセス

できる手段の導入計画

を立て、実施する。ワ

ークフローについて

は、本部と倉敷芸術科

学大学の間のシステム

仕様を基に、本学への

導入計画を策定する。 

各部署で保有している NAS の情報基盤センタ

ーのサーバールームへの移管が大きく進ん

だ。また、学外から学内への安全なリモート

アクセス手段についても申請受付体制を整備

して研修会でアナウンスし、実際に活用が始

まっている。ワークフローについては、倉敷

芸術科学大学の準備がほぼ整った状況である

ので、導入計画を作成するまでに至っていな

いが、本部側の調整に合わせ、本学でそれと

のすり合わせを行う準備を整えた。 

Ｃ 

 

２．ＤＸによる教育の高度化に関する中期目標 

情報技術の利活用によって、効果的で高度な教育を開発するとともに、学生の学修支援や豊かなキャンパスライフの

支援体制を強化することで、学生が成長するキャンパスを実現する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

再

掲

21 

 

準正課・正課外

活動を通じて身

につけることが

できた能力を指

標化し、TCP に

よって可視化す

る。 

 

再掲

【21】-1 

準正課教育活動と正課

外活動による全学 DP と

の比較による能力開発

や知識獲得について

「見える化」を図った

「活動マトリクス」の

日本語版に続き英語版

を公開するとともに、

キャリア形成との紐づ

けを促進するワークシ

ョップを実施する。 

完了 － 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

再

掲

16 

オンライン教育

に関する指針を

策定し、学生主

体で受講形態が

選択可能な授

業、学外でも受

講可能なオンラ

イン授業、いつ

でも振り返り可

能な学習システ

ムを開発し、オ

ンラインの有効

性や課題を検証

する。【再掲

16】 

再掲

【16】-1 

対面とオンラインを組

み合わせた新しい教育

法を開発するために、

DX を利活用したオンラ

イン授業・学習システ

ムの事例を収集・分析

し、その情報発信を行

う。 

対面とオンラインを組み合わせた新しい教育

方法のため、VOD による研修会を企画してい

る。VOD での注意点、電子書籍の紹介、Web

学習ツールに関する活用例をテーマとする。

2024 年度末の時点では、学生による有効性

および課題の検証には至っていない。教員へ

の技術的な支援が必要である。 

Ｂ 

再

掲

25 

ICT を 活 用 し

て、障がい学生

や留学生を含む

すべての学生が

ストレスなく授

業を受講できる

インクルーシブ

教育の体制を構

築する。【再掲

25】 

再掲

【25】-1 

インクルーシブキャン

パスの充実を目的に講

演会と FD 研修を実施

し、「学生の性の多様性

に関するガイド」の周

知に取り組み、多様な

学生の悩みの軽減に努

める。 

インクルーシブキャンパスの充実の為、「学

生の性の多様性に関するガイドライン」の認

知を高めるため講演会と研修会を実施する計

画が達成できなかった。一方、学内の多目的

トイレの使用を障がい学生以外も利用しやす

いよう、表示の変更は一部完了した。 

Ｃ 

再掲

【25】-2 

健康管理センター等で

Google Workspace 等 

を活用し、対面での相

談が困難な教職員・学

生に対してインクルー

シブ教育コンテンツの

提供や相談の機会の提

供を行う。 

健康管理センターで対面困難者や悩みのある

初回相談学生に対して、電話、Email、オン

ライン面談を用いて躊躇なく相談できる体制

を構築し、インクルーシブ教育コンテンツの

提供や相談の機会の創出に利用した。目標は

達成されたため、この成功例を学生支援機構

で共有し、以降恒常的に実施する。 

Ｓ 
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３．ＤＸ推進に貢献できる人材の育成に関する中期目標 

専門分野を問わず全学生が DX推進に貢献できる基礎的能力を涵養する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

73 DX 推進に求めら

れる能力を視覚

化するととも

に、全学生がそ

の能力を有する

人材となるよう

教育の体制と環

境を整備する。 

【73】-1 DX 推進人材育成カリキ

ュラムの初年度分を実

施するとともに、受講

者数や授業アンケート

などを基に学生の認

知、教育内容等を点検

し、改善する。また、

2 年次科目の未確定部

分や資格授与の方法を

固め、翌年で完成する

ブランドプログラムの

完全実施の準備をす

る。 

 

2025 年度からの本格実施にあたり、対象とな

る 2024 年度入学生に対して先行実施した初

年次科目では 216 名の履修があり、学生の認

知度や関心の高さが伺えた。授業アンケート

では肯定的な回答が 88%と良好であった。今

年度の目標であった１年次科目の整備と２年

次科目の確定については、同窓会とキャリア

センターの協力により、２つの企業の協力を

得ることができ、ブランドプログラムの完全

実施の準備が整った。 

Ａ 

 

 

【事業報告 評価欄の凡例】 

Ｓ：達成しており、目標以上の成果を挙げている。 

Ａ：達成し成果を挙げている。 

Ｂ：ほぼ達成したが、課題がある。 

Ｃ：達成状況が不十分であり、課題が多い。 

Ｄ：未達・未実施であり、計画の再検討が必要である。 
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主な行事（岡山キャンパス：岡山、今治キャンパス：今治） 

4 月 3 日 入学宣誓式（岡山・今治） 

4 月 4 日 新入生オリエンテーション 

4 月 5 日・7 日～8 日 1 年次学科別研修（岡山・今治） 

4 月 8 日～9 日 在学生オリエンテーション（今治） 

4 月 9 日 在学生オリエンテーション（岡山） 

6 月 15 日 オープンキャンパス（今治） 

6 月 29 日 オープンキャンパス（岡山） 

7 月 26 日～27 日 オープンキャンパス（岡山・今治） 

8 月 23 日～24 日 大学見学会（今治） 

8 月 24 日 オープンキャンパス（岡山） 

9 月 7 日～13 日 教育・進路懇談会（オンライン） 

9 月 13 日 教育・進路懇談会（岡山・今治） 

9 月 10 日 学位記授与式、入学宣誓式 

9 月 14 日 オープンキャンパス（今治） 

9 月 16 日 秋学期オリエンテーション（岡山・今治） 

11 月 22 日～23 日 大学祭（岡山） 

11 月 23 日～24 日 大学祭（今治） 

1 月 17 日～18 日 大学入学共通テスト（岡山） 

3 月 22 日 学位記授与式（岡山・今治） 

3 月 29 日 オープンキャンパス（岡山） 
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学生数・教職員数 

■在籍学生数 

 

入学者数 在学者数

留学生 社会人 留学生 社会人

理工学研究科（博士） 15 7 0 1 30 18 2 2

理工学研究科（修士） 130 139 13 0 260 255 23 0

理学研究科（博士） （募集停止） - - - 13 2 0 0

理学研究科（修士） （募集停止） - - - 0 3 0 0

工学研究科（博士） （募集停止） - - - 5 2 0 0

工学研究科（修士） （募集停止） - - - 0 10 5 0

総合情報研究科（博士） （募集停止） - - - 2 6 1 0

総合情報研究科（修士） （募集停止） - - - 0 0 0 0
生物地球科学研究科（修士） （募集停止） - - - 0 0 0 0
マネジメント研究科（修士） 12 11 6 1 24 19 12 1

獣医学研究科（博士） 3 2 0 0 3 2 0 0

獣医学研究科（修士） 5 2 0 0 5 2 0 0

大学院　　計 165 161 19 2 342 319 43 3

応用数学科 110 74 0 0 440 346 0 0

基礎理学科 90 48 0 0 360 242 0 0

物理学科 45 21 0 0 210 122 0 1

化学科 75 30 0 0 300 158 1 1

生物化学科 （募集停止） - - - 95 53 0 0

動物学科 45 37 0 0 180 156 2 0

臨床生命科学科 50 47 0 0 245 174 1 0

計 415 257 0 0 1,830 1,251 4 2

機械システム工学科 90 59 3 0 360 278 15 0

電気電子システム学科 70 39 2 0 280 214 8 1

情報工学科 75 83 1 0 320 352 5 0

応用化学科 60 17 0 0 265 146 4 1

知能機械工学科 （募集停止） - - - 55 59 10 0

建築学科 75 75 1 0 310 316 6 1

生命医療工学科 25 11 1 0 135 98 25 0

計 395 284 8 0 1,725 1,463 73 3

情報理工学科 210 180 5 0 630 587 13 0

計 210 180 5 0 630 587 13 0

情報科学科 （募集停止） - - - 100 119 5 0

社会情報学科 （募集停止） - - - - 1 0 0

計 0 0 0 0 100 120 5 0

生物科学科 165 114 2 0 495 347 5 1

計 165 114 2 0 495 347 5 1

生物地球学科 140 145 0 0 560 564 1 0

計 140 145 0 0 560 564 1 0

初等教育学科 70 19 0 0 280 149 0 0

中等教育学科 60 35 2 0 240 137 11 0

計 130 54 2 0 520 286 11 0

経営学科 160 182 5 0 610 639 22 0

計 160 182 5 0 610 639 22 0

獣医学科 140 145 2 2 840 892 16 9

獣医保健看護学科 60 67 1 0 240 261 7 0

計 200 212 3 2 1,080 1,153 23 9

学　部　　計 1,815 1,428 25 2 7,550 6,410 157 15

総　合　計 1,980 1,589 44 4 7,892 6,729 200 18

教職特別課程 50 4 0 0 50 4 0 0

留学生別科 60 15 15 0 60 23 23 0

※社会人は社会人入試にて入学した学生数。留学生は在留資格「留学」を有する学生数 （単位：人）

（令和6年5月1日現在）

入学定員 収容定員

総
合
情

報
学
部

学

部

生

命

科

学

部

生
物

地
球

学
部

教
育

学
部

経
営

学
部

獣
医

学
部

研究科・学部・学科名

大

学

院

理

学

部

工

学

部

情

報

理

工

学

部
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■卒業者数等一覧  

（令和６年度） 

区分 
修了者・

卒業者 
満期退学 

就職希望者 

A 

就職者 

B 

就職率 

B/A 
進学者 

退学者・

除籍者 
休学者 

留年者 

※ 

大学院 博士 6 0 5 5 100% 0 4 0 4 

修士 118  97 96 99% 10 12 10 5 

学部 1,343  1,083 1,053 97% 154 195 165 177 

教職特別課程 4      0 0 0 

留学生別科 18      4 0 2 

※修業年限を超えて在籍している学生数（令和 7 年 4 月 1日現在） 

 

主な就職先 

花王㈱、コナミグループ㈱、トヨタ自動車㈱、今治造船㈱、タカヤ㈱、㈱両備システムズ、 

ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所、アイサワ工業㈱、㈱クラレ岡山事業所、積水ハウス㈱、 

㈱岡山村田製作所、三菱重工業㈱、矢崎総業㈱、日本化薬㈱、㈱新日本科学、㈱山田養蜂場、 

㈱トマト銀行、㈱中国銀行、㈱源吉兆庵、大塚食品㈱、大和ハウス工業㈱、中電工㈱、 

三菱重工業㈱、日本クレア㈱、関西電力㈱、両備ホールディングス㈱、㈱桃谷順天館、 

岡山県公立学校教員、岡山県警察、倉敷市役所、気象庁、国土交通省、 

大野市化石発掘体験センター 

 

 

■教職員数 

 

 

 

  

（令和6年5月1日現在）
学長 副学長 教授※ 准教授 講師 助教 教育講師 助手 別科講師 教員　計 事務職員

※学長・副学長除く （単位：人）

1491 4 177 106 73 26 5 4 1 397
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財務関係 

■事業活動収支 

 

■財務改善に向けた取組 

定員確保を最重要課題として位置づけ、県内を中心に

募集広報を行った結果オープンキャンパスの動員数は増

え、志願者についても 1.2 倍に増えた。 

入試についても、新しい入試を導入したことにより増

加し、新入生も昨年比より 87名増えたものの定員充足に

は及ばなかった。 

離籍者の削減については、昨年度より微減となった。 

寄付金収入及び付随事業収入の増大については昨年比

1.2 倍となったが、学納金収入の大幅な減収に対して、

学部予算の配分率を変更することによって約２億円の削

減を行った。

 

 

 

 

 

 

 

■施設設備整備報告（抜粋） 

年次計画で実施している空調機改修工事について、A3 号館、C2 号館を実施しました。笹ケ瀬グランド整備計画の一環

としてサッカー場人工芝新設工事を実施しました。 

装置・設備については、約 10 年毎におこなっている大学全体のネットワークの環境整備事業（2 年計画の 1 年目）を

実施しました。今治キャンパスのネットワーク設備（令和 6 年度～令和 9 年度、4 年計画の 1 年目）について、更新し

ました。講義室 HDMI 設備整備の 2 年目（3 年計画）を実施しました。 

主な施設関係                                       （単位：千円） 

事業名 金額 

A3 号館空調機改修工事（1 階・2 階） 25,419 

C2 号館空調機改修工事（2 階・4 階） 53,636 

笹ケ瀬サッカー場人工芝新設工事 147,966 

 

主な装置・設備関係                                    （単位：千円） 

事業名 金額 

第 5 世代ネットワーク環境整備事業 92,400 

今治キャンパスネットワーク設備更新 29,370 

講義室 HDMI 設備整備 12,760 

 

（単位：千円）

令和６年度
予算額

令和６年度
決算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 10,184,187 10,098,580

経 常 費 等 補 助 金 1,645,307 1,636,087

そ の 他 収 入 1,161,852 1,075,384

計 12,991,346 12,810,051

人 件 費 6,571,666 6,612,248

教 育 研 究 経 費 4,991,042 4,687,654

管 理 経 費 1,169,800 1,077,410

そ の 他 支 出 0 22

計 12,732,508 12,377,334

258,838 432,717

収 受 取 利 息 等 11 954

支 借 入 金 利 息 等 56,605 56,609

△56,594 △ 55,655

202,244 377,062

収 資 産 売 却 差 額 等 69,050 30,331

支 資 産 処 分 差 額 等 0 22,239

69,050 8,092

271,294 385,154

△ 1,372,619 △ 1,173,566

△ 1,101,325 △ 788,412

基本金組入前収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

経常収支差額

　　　　　　　　　年度
　　科目

教
育
活
動
収
支

特
別

収
入

支
出

教育活動収支差額

教
活
外

教育活動外収支差額

特別収支差額


